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第１章 はじめに 

１－１ 事業の背景 

浦添市民の交通実態において、500m 以内の移動でも約 4 割の人が自動車で移動している。また、

浦添市内の小中学校においては、2 割以上の児童・生徒が車で送迎されているなど、短距離での車移

動が日常となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 1-1  浦添市民の距離帯別交通手段分担率1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 1-2  浦添市民の普段の移動手段（n=1,945 人）2 

  

                                                  
1 沖縄本島中南部都市圏 PT 調査（沖縄県，平成 18 年） 
2 浦添市総合交通戦略（浦添市，平成 25 年） 
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図 1-3  浦添市における小中学校の送迎の実態（小学生＝3,105 人、中学生＝4,124 人）3 

 

浦添市では、以下を目的として MM 施策の実施を行うとしている。 

 市民に対しては、自動車交通への依存の緩和及び、交通渋滞の減少を目指す事を目的に、施

策を展開する。 

 児童・生徒に対しては、自動車や公共交通に対する知識を勉強してもらい、公共交通に関す

る抵抗感をなくし、将来的に自分の交通行動に対し様々な考え方を持ってもらうことを目的

に、施策を展開する。 

 

 

参考：モビリティ・マネジメント（MM）の定義 

モビリティ・マネジメント（MM）とは、「ひとり一人のモビリティ（移動）が、社会的にも 

個人的にも望ましい方向に自発的に変化することを促す、コミュニケーションを中心とした 

交通政策」と定義されている。 

                                                  
3 公共交通活性化に関する調査業務（沖縄県公共交通活性化推進協議会，平成 24 年 3 月） 
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１－１－２ 浦添市における MM 施策の位置付け 

浦添市における MM 施策は、浦添市交通基本計画（平成 23 年 10 月）と浦添市総合交通戦略（平

成 25 年 2 月）において位置づけられており、特に浦添市総合交通戦略においては、重点施策として

の位置づけがなされている。 

 

 表 1-1  重点施策展開スケジュール（浦添市全域を対象に展開する重点施策）4 

施策名【事業名】 

事業目標期間 
関係主体 

（検討主体） 
短期 

（概ね 5
年） 

中期 
（概ね 10

年） 

長期 
（10 年以

上） 
交通安全啓発活動（自動車、自転車等のマ

ナーアップ施策） 
   浦添市 

定期的なウォーキングイベント等の開催    浦添市 
学校を対象にした MM の実施    沖縄県、浦添市 

転入者を対象とした MM    浦添市 
交通まちづくりに関するシンポジウム    浦添市 
交通関連施策の実施に向けたワークショ

ップの開催 
 

 
 浦添市 

※浦添市総合交通戦略は、平成 25 年 2 月策定 

 
 

１－２ 事業の目的 

浦添市では交通渋滞がひどく、混雑時平均旅行速度は、大都市と同等の数値となっている状況であ

り、移動手段が過度に自動車依存しており、公共交通利用が著しく低い現状にある。 

そういった状況を打破すべく本市では小学校向けに出前講座等を行いモビリティ・マネジメント教

育を進めているが、現状の副読本やテキスト教材、プロジェクターを活用しての講義では日程調整・

教材準備等に時間を要するうえ、1 年に 1 学校のみでしか実施することができず、市内全小学校にお

いて実施することは難しいことが課題となっている。 

その中で、本市では、ICT を活用した授業の推進を進めており、2021 年までに市内全 11 小学校へ

ハード整備が完了している。 

 本事業は、その整備と並行し、ソフト施策として、ICT と副読本を活用した交通環境学習体系を構

築し授業の一環で普及できる仕組みづくりを行う。それにより、毎年浦添市内全小学校 11 校におい

て同年度での交通学習の実施が可能となり、中・高へ進学した際に、あらゆる移動場面において公共

交通利用を選択する人材の育成へ繋げることを目的とする。 

 

 

 

 

 

 

 

                                                  
4浦添市総合交通戦略（浦添市、平成 25 年 2 月） 

検討・調整 実施 継続 
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１－３ 事業フロー 

 浦添市では平成 27 年度より市内小学校においてモビリティ・マネジメント教育を実施しており、本

事業では令和元年度、令和２年度に研究校（宮城小学校）において、ＩＣＴ用教材研究、4 年生での研

究授業を通して検討を行った、令和３年度では前年度からの課題についてＩＣＴ教材の修正等を実施し

ながら、研究校に加え新たに一校（神森小学校）を追加対象に交通環境学習を実施し授業カリキュラム

への組込みを目標に事業を進める。３年目においてＩＣＴ教材及び副読本を活用した授業内容を構築さ

せることにより、令和４年度以降、市内全 11 校において、ＩＣＴ教材を活用した授業カリキュラムへ

の導入を推進する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-4 事業フロー 
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１－４ 事業内容 

（1）授業内容・教材の検討 

浦添市や身近な交通の特徴を知ると同時に、渋滞や環境面の課題について考えてもらう。 

ICT 教材を用いた「交通すごろく」の実践を通じて、他社や社会全体に配慮した移動の必要性につ

いて考えてもらうことを目標とし、教員の負担が少なく授業実施できるような教材づくりに取り

組む。 

 （2）授業実施 

    作成した教材を基に、学校で交通環境学習を実施する。 

 （3）学習の評価 

    今年度の実施結果を踏まえて交通環境学習の効果の検証を行った。 

 （4）課題の抽出・整理 

    学習の評価結果を踏まえ、課題の抽出・整理、令和４年度の取組み方針の取り纏めを行う。 

 

 

１－５ 教材作成フロー 

 

１－５－１ 交通環境学習テキスト作成 

 浦添市では図１-5 に示す副読本を作成し交通環境学習を実施している。 

 本事業では副読本と連携し交通環境学習教材を作成することで、児童の交通環境学習の理解度の向上を図

る。 

 なお、令和２年度の改定により副読本と交通環境学習教材の連携が完了している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-5  浦添市副読本 
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１－５－２ 交通すごろくプログラム作成 

  本事業では、渋滞の疑似体験を行うことができる交通すごろくを用いて授業を実施する。 

  なお、市内全小学校での授業の普及や、児童の理解度向上、教員の負担軽減を目的に ICT を用いた交通すごろくプログラム作成を行う。 

  プログラムは段階的に改良を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-6 交通すごろくプログラム作成フロー 
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第２章 教材やカリキュラムの検討 

２－１.今年度の実施方針 

   浦添市における交通環境学習の基本的なプログラムについて、昨年度抽出された課題を踏ま 

え教材の修正・改良を行う。 

   今年度は、浦添市内小学校２校で授業を実施しプログラムの構築に向けた検討を行った。 

 

① 昨年度抽出された課題に対する検討 

→昨年度の授業で抽出された課題の改善を行う。 

② 学習の実施 

→学習内容の実践。 

③ 学習の評価 

→生徒に対し、授業前、授業後でアンケートを行い、意識の変化を検証する。 

④ 課題の抽出・整理 

→生徒のアンケート結果を基に課題の抽出・整理を行う。 

 

(1) モデル校の選定 

① モデル実施校の選定（宮城小学校・神森小学校） 

• 本来、学校教育 MM は市内の全校において実施されることが望ましい。しかしながら、教育

現場のニーズを把握しないままに一斉に実施することは非現実的であることから、市内にお

いてモデル校を選定し、関係者との調整や意見交換等を行いながら、施策の熟度を高めてよ

り効果的に実施することが必要である。 

• 国道 58 号では、将来的に基幹バス導入を目指しており、公共交通の利用環境が改善されるこ

とが期待される。また、平成 27 年 2 月 2 日にバスレーンが一部延長された。このエリアにお

いては、基幹バス導入やバスレーン延長等の施策と連携し、公共交通の利用意識を高めてい

くことが重要となる。 

• 前述の交通環境の変化を考慮すると、モデル校の選定にあたっては国道 58 号沿線のエリアに

位置する小学校から選定することが望ましいと考える。 

• 本年度においては、国道 58 号線沿線に位置し、且つ、浦添市の ICT 導入のモデル校となって

いる宮城小学校を昨年度に引続き対象とし、それに加え近隣に位置する神森小学校について

も対象とする。また、4 年度以降には市内全小学校で交通環境学習が学べる教材・システム製

作を行う。 
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図 2-1 対象小学校位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 図 2-2 国道 58 号沿線エリア・西海岸臨港エリア①の展開イメージ1 

 

                                                   
1 浦添市総合交通戦略 平成 25 年 2 月 

© OpenStreetMap contributors 

●宮城小学校 

国道５８号線 

●神森小学校 

（追加対象校） 
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２－２ プログラムの検討 

 

(1)学習テーマ 

学習テーマは浦添市における地域特性・交通状況を踏まえ、環境や地域にとって望ましい交

通行動の実施へ繋がる学習テーマとする。 

本年度でも以下の３つを学習テーマとして設定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-3 本年度の授業テーマと取組み目標 

 

(2)昨年度授業で抽出された課題の整理 

 昨年度授業で抽出された課題及び今年度検討すべき項目一覧については以下の通りとなっている。 

今年度事業ではこれらの課題の改善を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-4 本年度における課題一覧 

 

 

 

 

 

 

環  境 渋  滞 福  祉

過度な車利用による環境

への影響の理解

過度な車利用による渋滞

への影響の理解

公共交通衰退による交通

弱者への影響の理解

取組み目標

・浦添市や身近な交通の特徴を知ると同時に、渋滞や環境面の課題について考えてもらう。

・ICT教材を用いた「交通すごろく」の実践を通じて、社会的ジレンマ（渋滞の疑似体験

　等）を感じてもらい、他者や社会全体に配慮した移動について考えてもらう。
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(3)授業構成 

 令和２年度の実績を踏まえ、授業は２コマ（４５分×２）で実施する。  

 

【令和３年度（９０分）】 

 

45

・渋滞の問題（自動車が増えた）

・公共交通って何？

・環境の問題（二酸化炭素排出量）

・モノレール＆バスクイズ

・バスがなくなると

・どっちがいいの？

・交通すごろくゲーム説明

スライド

10

交通すごろくゲーム（1回目）

・誰が１番早くゴールできるかな？

（みんなで競争です）

ゲーム

5

ふりかえり（ジレンマの確認）

・二酸化炭素排出量別の評価

・車カードの枚数別（渋滞回数）の評価

スライド

10
交通すごろくゲーム（2回目）

・二酸化炭素を抑えてみんなが早くゴールしよう！
ゲーム

10

ふりかえり（効果の確認）

・二酸化炭素排出量別の評価

・車カードの枚数別（渋滞回数）の評価

スライド

10 ・ひとりひとりが社会のためにできることを考えよう スライド

まとめ（スライド）

時間

配分
使用教材内容

基本学習

体験学習
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教材スライド 

次頁以降に授業用スライドを示す。 
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次頁より生徒用スライドを示す。 
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※バス停のクイズについては小学校ごとで内容を変更する 
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第３章 交通環境学習の実施 

 ３－１ 交通環境学習の実施 

   検討した内容に基づき、宮城小学校において授業を行った。 

   授業概要を以下に示す。 

    また、本年度では、沖縄県のモビリティ・マネジメント事業と連携した取り組みとして、各小

学校での授業後に下敷きを配布し、知識の定着を図っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-1 授業概要 
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図 3-2 授業構成 

 

 

45

・渋滞の問題（自動車が増えた）

・公共交通って何？

・環境の問題（二酸化炭素排出量）

・モノレール＆バスクイズ

・バスがなくなると

・どっちがいいの？

・交通すごろくゲーム説明

スライド

10

交通すごろくゲーム（1回目）

・誰が１番早くゴールできるかな？

（みんなで競争です）

ゲーム

5

ふりかえり（ジレンマの確認）

・二酸化炭素排出量別の評価

・車カードの枚数別（渋滞回数）の評価

スライド

10
交通すごろくゲーム（2回目）

・二酸化炭素を抑えてみんなが早くゴールしよう！
ゲーム

10

ふりかえり（効果の確認）

・二酸化炭素排出量別の評価

・車カードの枚数別（渋滞回数）の評価

スライド

10 ・ひとりひとりが社会のためにできることを考えよう スライド

まとめ（スライド）

時間

配分
使用教材内容

基本学習

体験学習
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図 3-3 交通環境学習下敷き 
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（1）授業の様子（宮城小学校） 

 

➀講義（30分程度） 

 浦添市における交通問題の現状、公共交通、渋滞と環境問題との関係についてスライドを用い

て説明。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-4 授業の様子（公共交通について） 

 

 

②交通すごろくゲーム（15分～20分程度） 

 ICTを用いた交通すごろくについてスライドでルール説明及びゲームのポイントを説明しゲーム

を実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-5 交通すごろく実施・ふり返り（１回目） 
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図 3-6 交通すごろく実施・ふり返り（２回目） 

   

 

3.まとめ（5分～10分） 

 講義、交通すごろくゲームを通じてのふり返り実施。 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

図 3-7 授業のふり返り 
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（1）授業の様子（神森小学校） 

 

➀講義（30分程度） 

 浦添市における交通問題の現状、公共交通、渋滞と環境問題との関係についてスライドを用い

て説明。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-8 授業の様子（公共交通について） 

 

 

②交通すごろくゲーム（15分～20分程度） 

 ICTを用いた交通すごろくについてスライドでルール説明及びゲームのポイントを説明しゲーム

を実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-9 交通すごろく実施・ふり返り（１回目） 
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図 3-10 交通すごろく実施・ふり返り（２回目） 

   

 

3.まとめ（5分～10分） 

 講義、交通すごろくゲームを通じてのふり返り実施。 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

図 3-11 授業のふり返り 
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３－２ 効果検証 

学校教育 MM 実施による効果を把握する手法について検討を行った。 

また、検討した手法を用いて、今回実施した学校教育 MM の効果を把握した。 

 

（1） 効果検証の方法 

① 評価方法 

• MM 施策評価のためのガイドライン（㈳土木学会・土木計画学研究委員会、日本モビリティ・

マネジメント会議（JCOMM）実行委員会、平成 22 年 1 月 15 日）を参考に施策の評価検討を

行った。 

• 下表より、｢事後対統制群比較｣及び｢事後対推定 witout 比較｣による評価方法は、同学年で学

校教育 MM の受けるグループと受けないグループが発生することから、授業対象の学年に公

平な授業を行うことが困難であることから、今回の評価方法として｢事前事後比較｣を行うも

のとする。 

 

表 3-1  施策評価方法1 

 

 

 

 

 

                                                   
1 MM 施策評価のためのガイドライン（㈳土木学会・土木計画学研究委員会、日本モビリティ・マネジメント会議（JOCMM）

実行委員会、平成 22 年 1 月 15 日） 
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② アンケート作成 

• 今回の授業の評価（事前事後比較）を行う目的として、アンケートの作成を行った。 

• アンケートは、交通環境学習授業を受ける 1 週間前及び 1 週間後に実施した。 

• その他、交通環境学習授業を受けての感想を把握する為のアンケートを作成した。 

1）事前アンケート 

〈はじめに〉

このアンケートは、あなたの移動について、きくものです。

次のQ1～Q１５の質問について、あてはまるものを１つだけ選んで、〇（まる）をつけてください。

〈質問
しつもん

〉

Q１.今まで、バスやモノレールに乗ったことはありますか？

■下のQ２～Q３は、Q1で「ある」とこたえた人への質問です。

Q２：バスとモノレールのどちらに乗りましたか？　（バスは遠足でのるバス以外で答えてね）

Q3：最近１週間で、バスやモノレールを何回乗りましたか？

■下のQ４は、Q1で「ない」とこたえた人への質問です。

■Q５からは、みなさんへの質問です。

Q５：最近１週間で何回クルマに乗って学校へ通学しましたか？

Q６：Q４で１回でもクルマで通学したと答えたひとへの質問です。

Q７：歩きで学校に通学するときに、感じることはどれですか。

Q４：バスやモノレールに乗ってみたいですか？

クルマに乗って通学したのはなぜですか？

当てはまるものすべてに〇をつけてください

移動
いどう

に関
かん

するアンケート　　４年
ねん

　 　組
くみ

　 　番
ばん

　名前
なまえ

：ある

：とても乗りたい：乗りたい：乗りたくない

：バスとモノレール両方 ：バス ：モノレール

：ない

朝 （家→学校）

夕 （学校→家）

：０回 ：１～2回 ：3回 ：4回 ：5回

：０回 ：１～2回 ：3回 ：4回 ：5回

：おうちの人が送ってくれると言ったから ：おうちの人に送ってほしいとお願いしたから

：なんとなくいつも送ってもらっているから

：環境にやさしい

：他の人を事故に巻き込まない

：歩きながら友だちといっしょに話ができる

：思った時間に学校に着く

：歩くのがきつい

：雨の日や暑い日が大変

：事故がこわい

：知らない人に話しかけられるのがこわい

アンケートはうら面につづくよ→

：０回 ：１～2回 ：３回 ：4回 ：5回以上
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Q８：地球がだんだん温かくなっていることを知っていますか。

Q９：今よりもっと地球が温かくなるとどのようなことが起こると思いますか。

当てはまるものすべてに〇をつけてください

Q１０：下の交通手だんのうち、２００人で移動するとき、いちばん地球によくないと思うのはどれですか。

Q１１：「できるだけ、環境にやさしい移動」を心がけようと思いますか？

Q１２：「できるだけ、健康
けんこう

に良い移動」を心がけようと思いますか？

Q１３：「できるだけ、人にやさしい移動」を心がけようと思いますか？

Q１４：「できるだけ、バスを利用」しようと思いますか？

Q１５：「クルマにあまりたよらない生活」を心がけようと思いますか？

当てはまるもの１つに〇をつけて下さい。

：知っている ：知らない

：北極の氷がとけてホッキョクグマがいなくなる

：海のサンゴがいなくなる

：温かくなると雨や台風が強くなる

：農作物が育たなくなり、食べ物がなくなる

：歩き・自転車

：ガソリンで動くクルマ（２人乗り）

：ガソリンで動くバス（４０人乗り）

：モノレール（80人乗り）

：飛行機（200人乗り）

：わからない

ぜんぜん思わない どちらともいえない とてもそう思う

ぜんぜん思わない どちらともいえない とてもそう思う

ぜんぜん思わない どちらともいえない とてもそう思う

ぜんぜん思わない どちらともいえない とてもそう思う

ぜんぜん思わない どちらともいえない とてもそう思う

アンケートはこれで終わりです。ありがとうございました。
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 2）事後アンケート 

〈はじめに〉

このアンケートは、あなたの移動について、きくものです。

次のQ1～Q１4の質問について、あてはまるものを１つだけ選んで、〇（まる）をつけてください。

〈質問
しつもん

〉

Q１.公共交通の授業は楽しかったですか？

Q２：公共交通が大切なことがわかりましたか？

Q３：最近１週間で何回クルマに乗って学校へ通学しましたか？

Q４：最近１週間で、バスやモノレールを何回乗りましたか？

Q５：歩きで学校に通学するときに、感じることはどれですか。

Q６：地球がだんだん温かくなっていることを知っていますか。

Q７：今よりもっと地球が温かくなるとどのようなことが起こると思いますか。

当てはまるものすべてに〇をつけてください

当てはまるものすべてに〇をつけてください

移動
いどう

に関
かん

するアンケート　　４年
ねん

　 　組
くみ

　 　番
ばん

　名前
なまえ

：すごくつまらなかった

朝 （家→学校）

夕 （学校→家）

：０回 ：１～2回 ：3回 ：4回 ：5回

：０回 ：１～2回 ：3回 ：4回 ：5回

：環境にやさしい

：他の人を事故に巻き込まない

：歩きながら友だちといっしょに話ができる

：思った時間に学校に着く

：歩くのがきつい

：雨の日や暑い日が大変

：事故がこわい

：知らない人に話しかけられるのがこわい

：知っている ：知らない

：北極の氷がとけてホッキョクグマがいなくなる

：海のサンゴがいなくなる

：温かくなると雨や台風が強くなる

：農作物が育たなくなり、食べ物がなくなる

アンケートはうら面につづくよ→

：つまらなかった ：どちらでもない

：楽しかった ：とても楽しかった

：全く分からなかった ：あまり分からなかった

：あまり分からなかった

：どちらでもない

：あまり分からなかった

：０回 ：１～2回 ：３回 ：4回 ：5回以上
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Q８：下の交通手だんのうち、２００人で移動するとき、いちばん地球によくないと思うのはどれですか。

Q９：クルマばかり利用すると社会ではどのようなことが起こりますか？

Q１０：「できるだけ、環境にやさしい移動」を心がけようと思いますか？

Q１１：「できるだけ、健康
けんこう

によい移動」を心がけようと思いますか？

Q１２：「できるだけ、人にやさしい移動」を心がけようと思いますか？

Q１３：「できるだけ、バスを利用」しようと思いますか？

Q１４：「クルマにあまりたよらない生活」を心がけようと思いますか？

当てはまるもの１つに〇をつけて下さい。

当てはまるものすべてに〇をつけて下さい。

：歩き・自転車

：ガソリンで動くクルマ（２人乗り）

：ガソリンで動くバス（４０人乗り）

：モノレール（80人乗り）

：飛行機（200人乗り）

：わからない

ぜんぜん思わない どちらともいえない とてもそう思う

ぜんぜん思わない どちらともいえない とてもそう思う

ぜんぜん思わない どちらともいえない とてもそう思う

ぜんぜん思わない どちらともいえない とてもそう思う

ぜんぜん思わない どちらともいえない とてもそう思う

アンケートはこれで終わりです。ありがとうございました。

：バスなくなって、車を運転できないおじいちゃんやおばあちゃんが困る

：体が弱くなって病気になりやすくなる

：地球温暖化がおこる
ちきゅうおんだんか

：渋滞がおこる
じゅうたい

：交通事故がふえる
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感想（児童用） 
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３－３ アンケート結果 

 実施したアンケート結果を以下に示す。 

 なお、アンケートについては Google フォームを用いて実施している。 

 

(1) 宮城小学校 

1) バスやモノレールの利用回数の比較 

・＜授業前＞Q3：最近１週間で、バスやモノレールを何回乗りましたか？ 

 ＜授業後＞Q４：最近１週間で、バスやモノレールを何回乗りましたか？ 

○バスやモノレールの利用回数を３回以上利用している方の割合が若干増えている。 

 

87.6%

89.3%

9.3%

5.8%

3.1%

1.9%

1.0%

1.9%

80% 85% 90% 95% 100%

授業前(n=97)

授業後(n=103)

０回 １～２回 ３回 ４回 ５回以上 無回答

 

図 3-12 バスやモノレールの利用回数の比較 
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2) クルマによる通学の頻度の比較 

・＜授業前＞Q５：最近１週間で何回クルマに乗って学校へ通学しましたか？ 

 ＜授業後＞Q３：最近１週間で何回クルマに乗って学校へ通学しましたか？ 

○最近一週間のクルマによる登下校の頻度を授業前と授業後で比較したところ、大きな差異は

みられなかった。 

 

61.1%

62.1%

18.5%

18.4%

2.8%

3.9%

2.8%

1.9%

14.8%

13.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

授業前(n=108)

授業後(n=103)

０回 １～２回 ３回 ４回 ５回 無回答

朝（家→学校）

 

89.8%

86.4%

2.8%

3.9%

1.9%

1.0%

1.9%

1.9%

3.7%

6.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

授業前(n=108)

授業後(n=103)

０回 １～２回 ３回 ４回 ５回 無回答

夕（学校→家）

 

図 3-13 クルマによる通学の頻度の比較 
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3) 歩きによる通学時に感じることの比較 

・＜授業前＞Q７：歩きで学校に通学するときに、感じることはどれですか。 

 ＜授業後＞Q５：歩きで学校に通学するときに、感じることはどれですか。 

○歩きでの通学時に感じることを授業前と授業後で比較したところ、「環境にやさしい」が特

に増加している。 

 

 

43.3%

17.5%

49.5%

40.2%

17.5%

59.8%

25.8%

19.6%

55.3%

16.5%

44.7%

37.9%

24.3%

52.4%

29.1%

22.3%

0% 20% 40% 60% 80%

環境に優しい

他の人を事故に巻き込まない

歩きながら友達といっしょに話ができる

思った時間に学校に着く

歩くのがきつい

雨の日や暑い日が大変

事故がこわい

知らない人に話しかけられるのがこわい

授業前(n=108､MA=265) 授業後(n=103､MA=291)
 

図 3-14 歩きによる通学時に感じることの比較 
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4) 地球温暖化の認知度の比較 

・＜授業前＞Q８：地球がだんだん温かくなっていることを知っていますか。 

 ＜授業後＞Q６：地球がだんだん温かくなっていることを知っていますか。 

○地球が暖かくなっていることの認知度を授業前と授業後で比較したところ、「知っている」

と回答した割合は６割台から７割台へ増加した。 

 

 

64.8%

72.8%

35.2%

27.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

授業前(n=108)

授業後(n=103)

知っている 知らない

 

図 3-15 地球温暖化の認知度の比較 
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5) 地球温暖化による影響についての比較 

・＜授業前＞Q９：今よりもっと地球が温かくなるとどのようなことが起こると思いますか。 

 ＜授業後＞Q７：今よりもっと地球が温かくなるとどのようなことが起こると思いますか。 

○地球温暖化による影響を授業前と授業後で比較したところ、「海のサンゴがいなくなる」「北

極の氷がとけてホッキョクグマがいなくなる」が特に増加している。 

 

 

61.1%

38.0%

43.5%

55.6%

84.5%

59.2%

54.4%

69.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

北極の氷がとけてホッキョクグマがいなくなる

海のサンゴがいなくなる

温かくなると雨や台風が強くなる

農作物が育たなくなり、食べ物がなくなる

授業前(n=108､MA=214) 授業後(n=103､MA=276)

 

図 3-16 地球温暖化による影響についての比較 
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6) 環境と交通手段についての比較 

・＜授業前＞Q１０：下の交通手だんのうち、２００人で移動するとき、いちばん地球によくないと

思うのはどれですか。 

 ＜授業後＞Q８：下の交通手だんのうち、２００人で移動するとき、いちばん地球によくないと思

うのはどれですか。 

○環境に悪い交通手段についての考えを尋ねたところ、「ガソリンで動くクルマ（2人乗り）」

が２割台から７割以上へと大きく増加している。 

 

7.4%

6.8%

21.3%

74.8%

30.6%

3.9%

1.9%

1.9%

15.7%

4.9%

23.1%

7.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

授業前(n=108)

授業後(n=103)

歩き・自転車

ガソリンで動くクルマ（2人乗り）

ガソリンで動くバス（40人乗り）

モノレール（80人乗り）
 

図 3-17 環境と交通手段についての比較 

 

7) 環境にやさしい移動の比較 

・＜授業前＞Q１１：「できるだけ、環境にやさしい移動」を心がけようと思いますか？ 

 ＜授業後＞Q１０：「できるだけ、環境にやさしい移動」を心がけようと思いますか？ 

○環境にやさしい移動への心がけを授業前と授業後で比較したところ、「とてもそう思う」の

割合が増加している。 

2.8%

1.9%

0.9%

15.7%

10.7%

26.9%

27.2%

53.7%

60.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

授業前(n=108)

授業後(n=103)

ぜんぜん思わない あまり思わない どちらともいえない 少し思う とてもそう思う

環境にやさしい移動

 

図 3-18 環境にやさしい移動の比較 
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8) 健康にいい移動の比較 

・＜授業前＞Q１２：「できるだけ、健康に良い移動」を心がけようと思いますか？ 

 ＜授業後＞Q１１：「できるだけ、健康によい移動」を心がけようと思いますか？ 

○健康にいい移動への心がけを授業前と授業後で比較したところ、「とてもそう思う」の割合

が増加している。 

 

1.9%

1.0%

2.8%

11.1%

5.8%

20.4%

25.2%

63.9%

68.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

授業前(n=108)

授業後(n=103)

ぜんぜん思わない あまり思わない どちらともいえない 少し思う とてもそう思う

健康にいい移動

 

図 3-19 健康にいい移動の比較 

 

 

 

 

9) 人にやさしい移動の比較 

・＜授業前＞Q１３：「できるだけ、人にやさしい移動」を心がけようと思いますか？ 

 ＜授業後＞Q１２：「できるだけ、人にやさしい移動」を心がけようと思いますか？か？ 

○健康にいい移動への心がけを授業前と授業後で比較したところ、大きな差異はみられなかっ

た。 

 

1.9%

1.0%

1.9%

1.9%

9.3%

8.7%

23.1%

24.3%

63.9%

64.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

授業前(n=108)

授業後(n=103)

ぜんぜん思わない あまり思わない どちらともいえない 少し思う とてもそう思う

人にやさしい移動

 

図 3-20 人にやさしい移動の比較 
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10) できるだけバスを利用することの比較 

・＜授業前＞Q１４：「できるだけ、バスを利用」しようと思いますか？ 

 ＜授業後＞Q１３：「できるだけ、バスを利用」しようと思いますか？ 

○できるだけバスを利用することへの意欲を授業前と授業後で比較したところ、「とてもそう

思う」の割合が１割以下から３割以上へと増加している。 

 

39.8%

7.8%

22.2%

5.8%

21.3%

28.2%

7.4%

21.4%

9.3%

36.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

授業前(n=108)

授業後(n=103)

ぜんぜん思わない あまり思わない どちらともいえない 少し思う とてもそう思う

できるだけバスを利用

 

図 3-21 できるだけバスを利用することの比較 

 

 

11) 人にやさしい移動の比較 

・＜授業前＞Q１５：「クルマにあまりたよらない生活」を心がけようと思いますか？ 

 ＜授業後＞Q１４：「クルマにあまりたよらない生活」を心がけようと思いますか？ 

○人にやさしい移動への心がけを授業前と授業後で比較したところ、そう思うと答えた割合が

増加している。 

 

3.7%

4.9%

17.6%

4.9%

29.6%

23.3%

11.1%

25.2%

38.0%

41.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

授業前(n=108)

授業後(n=103)

ぜんぜん思わない あまり思わない どちらともいえない 少し思う とてもそう思う

クルマにあまりたよらない生活

 

図 3-22 人にやさしい移動の比較 
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(2) 神森小学校 

1) バスやモノレールの利用回数の比較 

・＜授業前＞Q3：最近１週間で、バスやモノレールを何回乗りましたか？ 

 ＜授業後＞Q４：最近１週間で、バスやモノレールを何回乗りましたか？ 

○バスやモノレールの利用回数を授業前と授業後で比較したところ、利用しなかった方の割合

が若干増えている。 

 

79.3%

91.7%

14.9%

7.1%

1.1%

4.6%

1.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

授業前(n=87)

授業後(n=84)

０回 １～２回 ３回 ４回 ５回以上 無回答

 

図 3-23 バスやモノレールの利用回数の比較 
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2) クルマによる通学の頻度の比較 

・＜授業前＞Q５：最近１週間で何回クルマに乗って学校へ通学しましたか？ 

 ＜授業後＞Q３：最近１週間で何回クルマに乗って学校へ通学しましたか？ 

○最近一週間のクルマによる登下校の頻度を授業前と授業後で比較したところ、朝の通学は「０

回」の割合が増加した。 

○夕方の下校について、大きな差異はみられなかった。 

 

54.5%

71.4%

24.2%

14.3%

3.0%

2.4%

2.0%

2.4%

16.2%

9.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

授業前(n=99)

授業後(n=84)

０回 １～２回 ３回 ４回 ５回 無回答

朝（家→学校）

 

77.8%

77.4%

7.1%

10.7%

5.1%

2.4%

3.0%

1.2%

7.1%

8.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

授業前(n=99)

授業後(n=84)

０回 １～２回 ３回 ４回 ５回 無回答

夕（学校→家）

 

図 3-24 クルマによる通学の頻度の比較 
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3) 歩きによる通学時に感じることの比較 

・＜授業前＞Q７：歩きで学校に通学するときに、感じることはどれですか。 

 ＜授業後＞Q５：歩きで学校に通学するときに、感じることはどれですか。 

○歩きでの通学時に感じることを授業前と授業後で比較したところ、「環境にやさしい」が特

に増加している。 

 

 

39.1%

20.7%

63.2%

32.2%

31.0%

57.5%

42.5%

34.5%

51.2%

16.7%

50.0%

33.3%

15.5%

57.1%

38.1%

28.6%

0% 20% 40% 60% 80%

環境に優しい

他の人を事故に巻き込まない

歩きながら友達といっしょに話ができる

思った時間に学校に着く

歩くのがきつい

雨の日や暑い日が大変

事故がこわい

知らない人に話しかけられるのがこわい

授業前(n=99､MA=279) 授業後(n=84､MA=244)
 

図 3-25 歩きによる通学時に感じることの比較 
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4) 地球温暖化の認知度の比較 

・＜授業前＞Q８：地球がだんだん温かくなっていることを知っていますか。 

 ＜授業後＞Q６：地球がだんだん温かくなっていることを知っていますか。 

○地球が暖かくなっていることの認知度を授業前と授業後で比較したところ、「知っている」

と回答した割合は６割台後半から８割近くへ増加した。 

 

 

68.7%

79.8%

31.3%

20.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

授業前(n=99)

授業後(n=84)

知っている 知らない

 

図 3-26 地球温暖化の認知度の比較 

 

5) 地球温暖化による影響についての比較 

・＜授業前＞Q９：今よりもっと地球が温かくなるとどのようなことが起こると思いますか。 

 ＜授業後＞Q７：今よりもっと地球が温かくなるとどのようなことが起こると思いますか。 

○地球温暖化による影響を授業前と授業後で比較したところ、「海のサンゴがいなくなる」「温

かくなると雨や台風が強くなる」が特に増加している。 

 

70.7%

32.3%

40.4%

66.7%

78.6%

59.5%

60.7%

72.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

北極の氷がとけてホッキョクグマがいなくなる

海のサンゴがいなくなる

温かくなると雨や台風が強くなる

農作物が育たなくなり、食べ物がなくなる

授業前(n=99､MA=208) 授業後(n=84､MA=228)

 

図 3-27 地球温暖化による影響についての比較 
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6) 環境と交通手段についての比較 

・＜授業前＞Q１０：下の交通手段のうち、２００人で移動するとき、いちばん地球によくないと思

うのはどれですか。 

 ＜授業後＞Q８：下の交通手段のうち、２００人で移動するとき、いちばん地球によくないと思う

のはどれですか。 

○環境に悪い交通手段についての考えを尋ねたところ、「ガソリンで動くクルマ（2人乗り）」

が６割近くから８割近くへと大きく増加している。 

 

13.1%

10.7%

59.6%

78.6%

6.1%

2.4%

2.0%

1.2%

5.1%

3.6%

14.1%

3.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

授業前(n=99)

授業後(n=84)

歩き・自転車 ガソリンで動くクルマ（2人乗り）

ガソリンで動くバス（40人乗り） モノレール（80人乗り）

飛行機（200人乗り） わからない

 

図 3-28 環境と交通手段についての比較 

 

7) 環境にやさしい移動の比較 

・＜授業前＞Q１１：「できるだけ、環境にやさしい移動」を心がけようと思いますか？ 

 ＜授業後＞Q１０：「できるだけ、環境にやさしい移動」を心がけようと思いますか？ 

○環境にやさしい移動への心がけを授業前と授業後で比較したところ、「とてもそう思う」の

割合が増加している。 

 

1.0%

1.2%

2.0%

19.2%

13.1%

27.3%

29.8%

50.5%

56.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

授業前(n=99)

授業後(n=84)

ぜんぜん思わない あまり思わない どちらともいえない 少し思う とてもそう思う

環境にやさしい移動

 

図 3-29 環境にやさしい移動の比較 
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8) 健康にいい移動の比較 

・＜授業前＞Q１２：「できるだけ、健康に良い移動」を心がけようと思いますか？ 

 ＜授業後＞Q１１：「できるだけ、健康によい移動」を心がけようと思いますか？ 

○健康にいい移動への心がけを授業前と授業後で比較したところ、「とてもそう思う」の割合

が増加している。 

 

1.0%

1.2%

4.0%

12.1%

16.7%

26.3%

17.9%

56.6%

63.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

授業前(n=99)

授業後(n=84)

ぜんぜん思わない あまり思わない どちらともいえない 少し思う とてもそう思う

健康にいい移動

 

図 3-30 健康にいい移動の比較 

 

 

 

9) 人にやさしい移動の比較 

・＜授業前＞Q１３：「できるだけ、人にやさしい移動」を心がけようと思いますか？ 

 ＜授業後＞Q１２：「できるだけ、人にやさしい移動」を心がけようと思いますか？か？ 

○健康にいい移動への心がけを授業前と授業後で比較したところ、大きな差異はみられなかっ

た。 

 

2.0%

1.2%

3.0%

1.2%

14.1%

13.1%

20.2%

25.0%

60.6%

59.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

授業前(n=99)

授業後(n=84)

ぜんぜん思わない あまり思わない どちらともいえない 少し思う とてもそう思う

人にやさしい移動

 

図 3-31 人にやさしい移動の比較 
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10) できるだけバスを利用することの比較 

・＜授業前＞Q１４：「できるだけ、バスを利用」しようと思いますか？ 

 ＜授業後＞Q１３：「できるだけ、バスを利用」しようと思いますか？ 

○できるだけバスを利用することへの意欲を授業前と授業後で比較したところ、「とてもそう

思う」の割合が１割台から３割以上へと増加している。 

 

17.2%

4.8%

20.2%

2.4%

28.3%

34.5%

17.2%

22.6%

17.2%

35.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

授業前(n=99)

授業後(n=84)

ぜんぜん思わない あまり思わない どちらともいえない 少し思う とてもそう思う

できるだけバスを利用

 

図 3-32 できるだけバスを利用することの比較 

 

 

11) 人にやさしい移動の比較 

・＜授業前＞Q１５：「クルマにあまりたよらない生活」を心がけようと思いますか？ 

 ＜授業後＞Q１４：「クルマにあまりたよらない生活」を心がけようと思いますか？ 

○人にやさしい移動への心がけを授業前と授業後で比較したところ、そう思うと答えた割合が

増加している。 

 

5.1%

3.6%

15.2%

11.9%

33.3%

28.6%

26.3%

23.8%

20.2%

32.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

授業前(n=99)

授業後(n=84)

ぜんぜん思わない あまり思わない どちらともいえない 少し思う とてもそう思う

クルマにあまりたよらない生活

 

図 3-33 人にやさしい移動の比較 
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※参考 宮城小学校の事前及び事後の回答結果 

(1) 事前アンケート 

1) バスやモノレールの利用について 

・Q１.今まで、バスやモノレールに乗ったことはありますか？ 

○バスやモノレールを利用したことがあるかどうか頻度を尋ねたところ、約９割が「ある」

（90％）と回答した。 

 

90%

10%

ある ない
授業前・n=108

 

図 3-34 バスやモノレールの利用について 

 

2) バスとモノレールどちらを利用したか 

・Q２：バスとモノレールのどちらに乗りましたか？ （バスは遠足でのるバス以外で答えてね） 

○Q1 で「ある」と答えた方にバスとモノレールどちらに乗ったかを尋ねたところ、７割近くが

「バスとモノレール両方」（68％）と回答した。 

 

68%

19%

13%

バスとモノレール両方 バス モノレール

授業前・n=97
 

図 3-35 バスとモノレールどちらを利用したか 
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3) バスやモノレールの利用回数 

・Q3：最近１週間で、バスやモノレールを何回乗りましたか？  

○最近一週間のバスやモノレールの利用について尋ねたところ、９割近くの方が「０回」

（87.6％）と回答した。 

 

87.6% 9.3% 3.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

授業前(n=97)

０回 １～２回 ３回 ４回 ５回以上 無回答

 

図 3-36 バスやモノレールの利用回数 

 

 

4) バスやモノレールの利用意向 

・Q４：バスやモノレールに乗ってみたいですか？  

○Q1 で「ない」と答えた方にバスやモノレールに乗ってみたいかどうか尋ねたところ、５割以

上が「乗りたい」と回答し、「とても乗りたい」は３割近くとなった。 

 

18%

55%

27%

乗りたくない 乗りたい とても乗りたい

授業前・n=11
 

図 3-37 バスやモノレールの利用意向 
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5) クルマによる通学の頻度 

・Q５：最近１週間で何回クルマに乗って学校へ通学しましたか？ 

○最近一週間のクルマによる登下校の頻度を尋ねたところ、登校時の方が下校時に比べて比較

的クルマによる送迎が多くなっている。 

 

61.1% 18.5%

2.8% 2.8%

14.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

授業前(n=108)

０回 １～２回 ３回 ４回 ５回 無回答

朝（家→学校）

 

89.8%

2.8% 1.9% 1.9%

3.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

授業前(n=108)

０回 １～２回 ３回 ４回 ５回 無回答

夕（学校→家）

 

図 3-38 クルマによる通学の頻度 
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6) クルマによる通学の理由 

・Q６：Q４で１回でもクルマで通学したと答えたひとへの質問です。クルマに乗って通学したのは

なぜですか？  

○１度でもクルマ通学をしたことがある方にその理由を尋ねたところ、「おうちの人が送って

くれると言ったから」が４割台後半で最も多くなっている。 

 

46%

9%

19%

26%

おうちの人が送ってくれると

言ったから

おうちの人に送ってほしいと

お願いしたから

なんとなくいつも送っても

らっているから

無回答

授業前・n=43
 

図 3-39 クルマによる通学の理由 
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7) 歩きによる通学時に感じること 

・Q７：歩きで学校に通学するときに、感じることはどれですか。当てはまるものすべてに〇をつけ

てください  

○歩きでの通学時に感じることを尋ねたところ、「雨の日や暑い日が大変」（59.8％）が最も

多く、次いで「歩きながら友達といっしょに話ができる」（49.5％）、「環境にやさしい」

（43.3％）と続く。 

 

43.3%

17.5%

49.5%

40.2%

17.5%

59.8%

25.8%

19.6%

0% 20% 40% 60% 80%

環境に優しい

他の人を事故に巻き込まない

歩きながら友達といっしょに話ができる

思った時間に学校に着く

歩くのがきつい

雨の日や暑い日が大変

事故がこわい

知らない人に話しかけられるのがこわい

授業前(n=108､MA=265)
 

図 3-40 歩きによる通学時に感じること 
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8) 地球温暖化の認知度 

・Q８：地球がだんだん温かくなっていることを知っていますか。  

○地球が暖かくなっていることの認知度は、６割以上が「知っている」となった。 

 

65%

35%

知っている 知らない

授業前・n=108
 

図 3-41 地球温暖化の認知度 

 

 

9) 地球温暖化による影響について 

・Q９：今よりもっと地球が温かくなるとどのようなことが起こると思いますか。当てはまるものす

べてに〇をつけてください 

○地球温暖化による影響を尋ねたところ、「北極の氷がとけてホッキョクグマがいなくなる」

（61.1％）が最も多く、次に「農作物が育たなくなり、食べ物がなくなる」（55.6％）が多

い。 

 

61.1%

38.0%

43.5%

55.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

北極の氷がとけてホッキョクグマがいなくなる

海のサンゴがいなくなる

温かくなると雨や台風が強くなる

農作物が育たなくなり、食べ物がなくなる

授業前(n=108､MA=214)
 

図 3-42 地球温暖化による影響について 
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10) 環境と交通手段について 

・Q１０：下の交通手だんのうち、２００人で移動するとき、いちばん地球によくないと思うのはど

れですか。当てはまるもの１つに〇をつけて下さい。 

○環境に悪い交通手段についての考えを尋ねたところ、「ガソリンで動くバス（40 人乗り）」

（30.6％）で最も多くなっている。 

7.4% 21.3% 30.6%

1.9%

15.7% 23.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

授業前(n=108)

歩き・自転車 ガソリンで動くクルマ（2人乗り）

ガソリンで動くバス（40人乗り） モノレール（80人乗り）

飛行機（200人乗り） わからない
 

図 3-43 環境と交通手段について 

 

11) 移動手段についての心がけについて 

・Q１１：「できるだけ、環境にやさしい移動」を心がけようと思いますか？ 

Q１２：「できるだけ、健康に良い移動」を心がけようと思いますか？ 

Q１３：「できるだけ、人にやさしい移動」を心がけようと思いますか？ 

Q１４：「できるだけ、バスを利用」しようと思いますか？ 

Q１５：「クルマにあまりたよらない生活」を心がけようと思いますか？ 

○移動手段についての心がけを尋ねたところ、「人にやさしい移動」「健康にいい移動」

への意欲が高くなっている。一方で「できるだけバスを利用する」については意欲

が低くなっている。 

 

2.8%

1.9%

1.9%

39.8%

3.7%

0.9%

2.8%

1.9%

22.2%

17.6%

15.7%

11.1%

9.3%

21.3%

29.6%

26.9%

20.4%

23.1%

7.4%

11.1%

53.7%

63.9%

63.9%

9.3%

38.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

環境にやさしい移動

健康にいい移動

人にやさしい移動

できるだけバスを利用

クルマにあまりたよらない生活

ぜんぜん思わない あまり思わない どちらともいえない 少し思う とてもそう思う

授業前・n=108

 

図 3-44 移動手段についての心がけについて 
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(2) 事後アンケート 

1) 公共交通の授業について 

・Q１.公共交通の授業は楽しかったですか？ 

○公共交通の授業が楽しかったかどうか尋ねたところ、７割近くが「とても楽しかった」

（68.9％）と回答した。 

 

68.9% 20.4% 8.7%

1.0%

1.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

授業後(n=103)

とても楽しかった 楽しかった どちらでもない

つまらなかった すごくつまらなかった
 

図 3-45 公共交通の授業について 

 

 

2) 公共交通の大切さについて 

・Q２：公共交通が大切なことがわかりましたか？  

○公共交通の大切さへの理解度は、７割以上が「ほとんど分かった」（70.9％）と回答してい

る。 

 

70.9% 24.3%

1.0% 2.9%

1.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

授業後(n=103)

ほとんど分かった すこし分かった どちらでもない

あまりわからなかった 全く分からなかった
 

図 3-46 公共交通の大切さについて 
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3) クルマによる通学の頻度 

・Q３：最近１週間で何回クルマに乗って学校へ通学しましたか？ 

○最近一週間のクルマによる登下校の頻度を尋ねたところ、登校時の方が下校時に比べて比較

的クルマによる送迎が多くなっている。 

 

62.1% 18.4%

3.9% 1.9%

13.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

授業後(n=103)

０回 １～２回 ３回 ４回 ５回 無回答

朝（家→学校）

 

86.4%

3.9% 1.0%1.9%

6.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

授業後(n=103)

０回 １～２回 ３回 ４回 ５回 無回答

夕（学校→家）

 

図 3-47 クルマによる通学の頻度 

 

4) バスやモノレールの利用回数 

・Q４：最近１週間で、バスやモノレールを何回乗りましたか？  

○最近一週間のバスやモノレールの利用について尋ねたところ、９割近くの方が「０回」

（89.3％）と回答した。 

 

89.3% 5.8%

1.9% 1.0%

1.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

授業後(n=103)

０回 １～２回 ３回 ４回 ５回以上 無回答

 

図 3-48 バスやモノレールの利用回数 
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5) 歩きによる通学時に感じること 

・Q５：歩きで学校に通学するときに、感じることはどれですか。当てはまるものすべてに〇をつけ

てください 

○歩きでの通学時に感じることを尋ねたところ、「環境にやさしい」（55.3％）、「雨の日や

暑い日が大変」（52.4％）、「歩きながら友達といっしょに話ができる」（44.7％）が多く

なっている。 

 

55.3%

16.5%

44.7%

37.9%

24.3%

52.4%

29.1%

22.3%

0% 20% 40% 60%

環境に優しい

他の人を事故に巻き込まない

歩きながら友達といっしょに話ができる

思った時間に学校に着く

歩くのがきつい

雨の日や暑い日が大変

事故がこわい

知らない人に話しかけられるのがこわい

授業後(n=103､MA=291)
 

図 3-49 歩きによる通学時に感じること 
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6) 地球温暖化の認知度 

・Q６：地球がだんだん温かくなっていることを知っていますか。 

○地球が暖かくなっていることの認知度は、７割以上が「知っている」と回答している。 

 

73%

27%

知っている 知らない

授業後・n=103
 

図 3-50 地球温暖化の認知度 

 

 

7) 地球温暖化による影響について 

・Q７：今よりもっと地球が温かくなるとどのようなことが起こると思いますか。当てはまるものす

べてに〇をつけてください 

○地球温暖化による影響を尋ねたところ、「北極の氷がとけてホッキョクグマがいなくなる」

（84.5％）が最も多く、次に「農作物が育たなくなり、食べ物がなくなる」（69.9％）が多

い。 

 

84.5%

59.2%

54.4%

69.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

北極の氷がとけてホッキョクグマがいなくなる

海のサンゴがいなくなる

温かくなると雨や台風が強くなる

農作物が育たなくなり、食べ物がなくなる

授業後(n=103､MA=276)
 

図 3-51 地球温暖化による影響について 

 



 

3-40 

8) 環境と交通手段について 

・Q８：下の交通手だんのうち、２００人で移動するとき、いちばん地球によくないと思うのはどれ

ですか。当てはまるもの１つに〇をつけて下さい。 

○環境に悪い交通手段についての考えを尋ねたところ、「ガソリンで動くバス（40 人乗り）」

（74.8％）で最も多くなっている。 

 

6.8% 74.8%

3.9% 1.9% 4.9%

7.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

授業後(n=103)

歩き・自転車 ガソリンで動くクルマ（2人乗り）

ガソリンで動くバス（40人乗り） モノレール（80人乗り）

飛行機（200人乗り） わからない
 

図 3-52 環境と交通手段について 

 

 

 

9) クルマを利用することによる社会への影響 

・Q９：クルマばかり利用すると社会ではどのようなことが起こりますか？当てはまるものすべてに

〇をつけて下さい。 

○クルマを利用することによる社会への影響について尋ねたところ、「地球温暖化がおこる」

（23.5％）、「バスなくなって、車を運転できないおじいちゃんやおばあちゃんが困る」

（21.9％）が多くなっている。 

 

19.0%

14.7%

23.9%

23.5%

19.0%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

渋滞がおこる

体が弱くなって病気になりやすくなる

バスがなくなって、車を運転できないおじいちゃんやおばあちゃんが困る

地球温暖化がおこる

交通事故がふえる

授業後(n=103､MA=327)  

図 3-53 クルマを利用することによる社会への影響 
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10) 移動手段についての心がけについて 

・Q１０：「できるだけ、環境にやさしい移動」を心がけようと思いますか？ 

Q１１：「できるだけ、健康に良い移動」を心がけようと思いますか？ 

Q１２：「できるだけ、人にやさしい移動」を心がけようと思いますか？ 

Q１３：「できるだけ、バスを利用」しようと思いますか？ 

Q１４：「クルマにあまりたよらない生活」を心がけようと思いますか？ 

○移動手段についての心がけを尋ねたところ、「健康にいい移動」「人にやさしい移動」「環

境にやさしい移動」への意欲が高くなっている。 

 

1.9%

1.0%

1.0%

7.8%

4.9%

1.9%

5.8%

4.9%

10.7%

5.8%

8.7%

28.2%

23.3%

27.2%

25.2%

24.3%

21.4%

25.2%

60.2%

68.0%

64.1%

36.9%

41.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

環境にやさしい移動

健康にいい移動

人にやさしい移動

できるだけバスを利用

クルマにあまりたよらない生活

ぜんぜん思わない あまり思わない どちらともいえない 少し思う とてもそう思う

授業後・n=103

 

図 3-54 移動手段についての心がけについて 
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※参考 神森小学校の事前及び事後の回答結果 

(1) 事前アンケート 

1) バスやモノレールの利用について 

・Q１.今まで、バスやモノレールに乗ったことはありますか？ 

○バスやモノレールを利用したことがあるかどうか頻度を尋ねたところ、９割近くが「ある」

（90％）と回答した。 

 

88%

12%

ある ない
授業前・n=99

 

図 3-55 バスやモノレールの利用について 

 

2) バスとモノレールどちらを利用したか 

・Q２：バスとモノレールのどちらに乗りましたか？ （バスは遠足でのるバス以外で答えてね） 

○Q1 で「ある」と答えた方にバスとモノレールどちらに乗ったかを尋ねたところ、６割以上が

「バスとモノレール両方」（61％）と回答した。 

 

61%
22%

17%

バスとモノレール両方 バス モノレール

授業前・n=87
 

図 3-56 バスとモノレールどちらを利用したか 
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3) バスやモノレールの利用回数 

・Q3：最近１週間で、バスやモノレールを何回乗りましたか？  

○最近一週間のバスやモノレールの利用について尋ねたところ、８割近くの方が「０回」

（79.3％）と回答した。 

 

79.3% 14.9%1.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

授業前(n=87)

０回 １～２回 ３回 ４回 ５回以上 無回答

 

図 3-57 バスやモノレールの利用回数 

 

 

4) バスやモノレールの利用意向 

・Q４：バスやモノレールに乗ってみたいですか？  

○Q1 で「ない」と答えた方にバスやモノレールに乗ってみたいかどうか尋ねたところ、「乗り

たい」「とても乗りたい」で半分ずつとなり、「乗りたくない」と答えた方はいなかった。 

 

0%

50%50%

乗りたくない 乗りたい とても乗りたい

授業前・n=12
 

図 3-58 バスやモノレールの利用意向 
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5) クルマによる通学の頻度 

・Q５：最近１週間で何回クルマに乗って学校へ通学しましたか？ 

○最近一週間のクルマによる登下校の頻度を尋ねたところ、登校時の方が下校時に比べて比較

的クルマによる送迎が多くなっている。 

 

54.5% 24.2%

3.0% 2.0%

16.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

授業前(n=99)

０回 １～２回 ３回 ４回 ５回 無回答

朝（家→学校）

 

77.8% 7.1%

5.1% 3.0%

7.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

授業前(n=99)

０回 １～２回 ３回 ４回 ５回 無回答

夕（学校→家）

 

図 3-59 クルマによる通学の頻度 
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6) クルマによる通学の理由 

・Q６：Q４で１回でもクルマで通学したと答えたひとへの質問です。クルマに乗って通学したのは

なぜですか？  

○１度でもクルマ通学をしたことがある方にその理由を尋ねたところ、「おうちの人が送って

くれると言ったから」が４割近くで最も多くなっている。 

 

39%

27%

14%

20%

おうちの人が送ってくれると

言ったから

おうちの人に送ってほしいと

お願いしたから

なんとなくいつも送っても

らっているから

無回答

授業前・n=51
 

図 3-60 クルマによる通学の理由 
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7) 歩きによる通学時に感じること 

・Q７：歩きで学校に通学するときに、感じることはどれですか。当てはまるものすべてに〇をつけ

てください  

○歩きでの通学時に感じることを尋ねたところ、「歩きながら友達といっしょに話ができる」

（63.2％）が最も多く、次いで「雨の日や暑い日が大変」（57.5％）、「事故がこわい」（42.5％）

と続く。 

 

39.1%

20.7%

63.2%

32.2%

31.0%

57.5%

42.5%

34.5%

0% 20% 40% 60% 80%

環境に優しい

他の人を事故に巻き込まない

歩きながら友達といっしょに話ができる

思った時間に学校に着く

歩くのがきつい

雨の日や暑い日が大変

事故がこわい

知らない人に話しかけられるのがこわい

授業前(n=99､MA=279)
 

図 3-61 歩きによる通学時に感じること 
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8) 地球温暖化の認知度 

・Q８：地球がだんだん温かくなっていることを知っていますか。  

○地球が暖かくなっていることの認知度は、７割近くが「知っている」と回答している。 

 

69%

31%

知っている 知らない

授業前・n=99
 

図 3-62 地球温暖化の認知度 
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9) 地球温暖化による影響について 

・Q９：今よりもっと地球が温かくなるとどのようなことが起こると思いますか。当てはまるものす

べてに〇をつけてください 

○地球温暖化による影響を尋ねたところ、「北極の氷がとけてホッキョクグマがいなくなる」

（70.7％）が最も多く、次に「農作物が育たなくなり、食べ物がなくなる」（66.7％）が多

い。 

 

70.7%

32.3%

40.4%

66.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

北極の氷がとけてホッキョクグマがいなくなる

海のサンゴがいなくなる

温かくなると雨や台風が強くなる

農作物が育たなくなり、食べ物がなくなる

授業前(n=99､MA=208)
 

図 3-63 地球温暖化による影響について 

 

 

10) 環境と交通手段について 

・Q１０：下の交通手だんのうち、２００人で移動するとき、いちばん地球によくないと思うのはど

れですか。当てはまるもの１つに〇をつけて下さい。 

○環境に悪い交通手段についての考えを尋ねたところ、「ガソリンで動くバス（40 人乗り）」

（59.6％）で最も多くなっている。 

 

13.1% 59.6% 6.1%

2.0%

5.1% 14.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

授業前(n=99)

歩き・自転車 ガソリンで動くクルマ（2人乗り）

ガソリンで動くバス（40人乗り） モノレール（80人乗り）

飛行機（200人乗り） わからない
 

図 3-64 環境と交通手段について 
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11) 移動手段についての心がけについて 

・Q１１：「できるだけ、環境にやさしい移動」を心がけようと思いますか？ 

Q１２：「できるだけ、健康に良い移動」を心がけようと思いますか？ 

Q１３：「できるだけ、人にやさしい移動」を心がけようと思いますか？ 

Q１４：「できるだけ、バスを利用」しようと思いますか？ 

Q１５：「クルマにあまりたよらない生活」を心がけようと思いますか？ 

○移動手段についての心がけを尋ねたところ、「健康にいい移動」「人にやさしい移動」「環

境にやさしい移動」への意欲が高くなっている。 

 

1.0%

1.0%

2.0%

17.2%

5.1%

2.0%

4.0%

3.0%

20.2%

15.2%

19.2%

12.1%

14.1%

28.3%

33.3%

27.3%

26.3%

20.2%

17.2%

26.3%

50.5%

56.6%

60.6%

17.2%

20.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

環境にやさしい移動

健康にいい移動

人にやさしい移動

できるだけバスを利用

クルマにあまりたよらない生活

ぜんぜん思わない あまり思わない どちらともいえない 少し思う とてもそう思う

授業前・n=99

 

図 3-65 移動手段についての心がけについて 

 

(2) 事後アンケート 

1) 公共交通の授業について 

・Q１.公共交通の授業は楽しかったですか？ 

○公共交通の授業が楽しかったかどうか尋ねたところ、「とても楽しかった」が４割台後半、

「楽しかった」が３割台後半で比較的満足度は高いといえる。 

 

46.4% 38.1% 13.1%

2.4%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

授業後(n=84)

とても楽しかった 楽しかった どちらでもない

つまらなかった すごくつまらなかった
 

図 3-66 公共交通の授業について 
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2) 公共交通の大切さについて 

・Q２：公共交通が大切なことがわかりましたか？  

○公共交通の大切さへの理解度は、７割以上の方が「ほとんど分かった」（76.2％）と回答し

ている。 

 

76.2% 21.4%

1.2% 1.2%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

授業後(n=84)

ほとんど分かった すこし分かった どちらでもない

あまりわからなかった 全く分からなかった
 

図 3-67 公共交通の大切さについて 

 

 

3) クルマによる通学の頻度 

・Q３：最近１週間で何回クルマに乗って学校へ通学しましたか？ 

○最近一週間のクルマによる登下校の頻度を尋ねたところ、登校時の方が下校時に比べて比較

的クルマによる送迎が多くなっている。 

 

71.4% 14.3%

2.4% 2.4%

9.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

授業後(n=84)

０回 １～２回 ３回 ４回 ５回 無回答

朝（家→学校）

 

77.4% 10.7%

2.4%

1.2%8.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

授業後(n=84)

０回 １～２回 ３回 ４回 ５回 無回答

夕（学校→家）

 

図 3-68 小学生の時のクルマ登校の頻度 
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4) バスやモノレールの利用回数 

・Q４：最近１週間で、バスやモノレールを何回乗りましたか？  

○最近一週間のバスやモノレールの利用について尋ねたところ、９割以上の方が「０回」

（91.7％）と回答した。 

 

91.7% 7.1%1.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

授業後(n=84)

０回 １～２回 ３回 ４回 ５回以上 無回答

 

図 3-69 バスやモノレールの利用回数 

 

 

5) 歩きによる通学時に感じること 

・Q５：歩きで学校に通学するときに、感じることはどれですか。当てはまるものすべてに〇をつけ

てください 

○歩きでの通学時に感じることを尋ねたところ、「雨の日や暑い日が大変」（57.1％）、「環

境にやさしい」（51.2％）、「歩きながら友達といっしょに話ができる」（50.0％）が多く

なっている。 

 

51.2%

16.7%

50.0%

33.3%

15.5%

57.1%

38.1%

28.6%

0% 20% 40% 60%

環境に優しい

他の人を事故に巻き込まない

歩きながら友達といっしょに話ができる

思った時間に学校に着く

歩くのがきつい

雨の日や暑い日が大変

事故がこわい

知らない人に話しかけられるのがこわい

授業後(n=84､MA=244)
 

図 3-70 歩きによる通学時に感じること 
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6) 地球温暖化の認知度 

・Q６：地球がだんだん温かくなっていることを知っていますか。 

○地球が暖かくなっていることの認知度は、約８割が「知っている」と回答している。 

 

80%

20%

知っている 知らない

授業後・n=84
 

図 3-71 地球温暖化の認知度 

 

 

7) 地球温暖化による影響について 

・Q７：今よりもっと地球が温かくなるとどのようなことが起こると思いますか。当てはまるものす

べてに〇をつけてください 

○地球温暖化による影響を尋ねたところ、「北極の氷がとけてホッキョクグマがいなくなる」

（78.6％）が最も多く、次に「農作物が育たなくなり、食べ物がなくなる」（72.6％）が多

い。 

 

78.6%

59.5%

60.7%

72.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

北極の氷がとけてホッキョクグマがいなくなる

海のサンゴがいなくなる

温かくなると雨や台風が強くなる

農作物が育たなくなり、食べ物がなくなる

授業後(n=84､MA=228)
 

図 3-72 地球温暖化による影響について 

 



 

3-53 

8) 環境と交通手段について 

・Q８：下の交通手だんのうち、２００人で移動するとき、いちばん地球によくないと思うのはどれ

ですか。当てはまるもの１つに〇をつけて下さい。 

○環境に悪い交通手段についての考えを尋ねたところ、「ガソリンで動くバス（40 人乗り）」

（78.6％）で最も多くなっている。 

 

10.7% 78.6%

2.4%1.2%3.6%

3.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

授業後(n=84)

歩き・自転車 ガソリンで動くクルマ（2人乗り）

ガソリンで動くバス（40人乗り） モノレール（80人乗り）

飛行機（200人乗り） わからない
 

図 3-73 環境と交通手段について 

 

 

 

9) クルマを利用することによる社会への影響 

・Q９：クルマばかり利用すると社会ではどのようなことが起こりますか？当てはまるものすべてに

〇をつけて下さい。 

○クルマを利用することによる社会への影響について尋ねたところ、「地球温暖化がおこる」（25.1％）、

「渋滞がおこる」（24.3％）、「バスなくなって、車を運転できないおじいちゃんやおばあちゃんが困

る」（21.9％）が多い。 

 

24.3%

10.2%

21.2%

25.1%

19.2%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

渋滞がおこる

体が弱くなって病気になりやすくなる

バスがなくなって、車を運転できないおじいちゃんやおばあちゃんが困る

地球温暖化がおこる

交通事故がふえる

授業後(n=84､MA=255)  

図 3-74 クルマを利用することによる社会への影響 
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10) 移動手段についての心がけについて 

・Q１０：「できるだけ、環境にやさしい移動」を心がけようと思いますか？ 

Q１１：「できるだけ、健康に良い移動」を心がけようと思いますか？ 

Q１２：「できるだけ、人にやさしい移動」を心がけようと思いますか？ 

Q１３：「できるだけ、バスを利用」しようと思いますか？ 

Q１４：「クルマにあまりたよらない生活」を心がけようと思いますか？ 

○移動手段についての心がけを尋ねたところ、「健康にいい移動」「人にやさしい移動」「環境にや

さしい移動」への意欲が高くなっている。 

 

1.2%

1.2%

1.2%

4.8%

3.6%

1.2%

2.4%

11.9%

13.1%

16.7%

13.1%

34.5%

28.6%

29.8%

17.9%

25.0%

22.6%

23.8%

56.0%

63.1%

59.5%

35.7%

32.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

環境にやさしい移動

健康にいい移動

人にやさしい移動

できるだけバスを利用

クルマにあまりたよらない生活

ぜんぜん思わない あまり思わない どちらともいえない 少し思う とてもそう思う

授業後・n=84

 

図 3-75 移動手段についての心がけについて 
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（2）感想（児童用）アンケート 

• 子どもたちの感想について、項目ごとの主な分類は以下の通りである。 

 

【公共交通について】 

・車だけだったらじゅうたいするけど、行きたいと

こにすぐ行ける。バスだけだったらじゅうたいは少

ないけど、バスがおくれたりするから車、ばすでき

るだけこうごに使いたい。 

 

・車とかが多すぎると問題とか起きてしまうことを

知りました。感じたことはバスがなくても車がある

からいいじゃんと思ったけど、車がなくてバスだっ

たら渋滞がおきないことです。 

 

・さいしょは車をいつも乗っているから車のほうが

いいのかなーと思ったけど今はバスや自転車、モノ

レールなどをつかった方がいいと思いました。 

これからは、あんまり車に乗らないで歩いたりした

いです。 

 

・公共交通はたくさん人が乗れる乗り物のことで地

球温だん化をふせぐことができ、それに対して車は

二酸化炭素をたくさん出すのでこれからは急いで

いる時は車に乗って、できるときは公共交通を使い

たいです。 

特にシェアサイクルに興味を持ったので使ってみ

たいです。 

家族にもこれを教えてあげようと思いました。 

 

・バスの利用者が増えると車の利用者がへるから、

社会人（大人）になってもこれを心がけていくよう

にする。 

公共交通はとても大切なもの公共交通がなくなっ

たら高齢者やにんぷさん体が不自由な人・学生さん

が困る。 

  

→渋滞の発生に関する理解 

→公共交通利用が交通弱者の補助となること

への理解 

→車の過度な利用による環境への影響の理解 

→賢い車移動による環境や健康への理解 
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【交通すごろくについて】 

・すごろくでは楽しく CO2 の事をしれたり、どう

したらじゅうたいになるかわかりました。 

それを活かしてこれから生活につかってみたいで

す、例えば車はべんりだけど地球に悪いので公共

交通を使うなどをしたいです。 

 

・すごろくをして感じたことは、バスは大切だと

思いました。車がたくさんいると渋滞になったり、

二酸化炭素がいっぱいでるのでバスは大切だと思

いました。 

 

・バスを使えばいっぱいの車がへって渋滞がなら

なくなるのがわかって、あんまり車をつかわない

方がわかりました。 

 

・私は車をへらし、バスをたくさん使うようにし

たけど、最後の 3 回目で車を使う人がふえたから

0 マスがおおくなり、本当に車が使う人がふえた

らじゅうたいし、あまり前へ進めなくなるので、

今回交通すごろくはげんじつみたいな感じですご

いと思った。 

 

・バスは必要だけど車も必要 

 

→車の過度な利用による渋滞の疑似体験 

→公共交通の利用による賢い移動の理解 

→公共交通利用による環境負荷軽減の理解 
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（2）属性別集計 

児童のアンケート内容を項目別で集計した結果を以下に示す。 

 環境及び賢い移動に関する意見が多い結果となった。 

 

 

 

                                         （N=181） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

結果まとめ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

・車による通学については交通環境学習実施前後で変化は見られなかった。 

・車通学の意思決定は児童ではなく親による判断が大きいと考えられるが、一定数送迎をお願

いした児童も存在する。 

 

・「心がけ」の意識変化をみると、「環境によい移動」、「バスの利用」、「クルマにたよらない生

活」では、大きな意識変化、「健康によい移動」「人にやさしい移動」については意識変化が

みられる。 

また、授業実施後は徒歩登校をすることは環境にやさしいと感じる児童の割合が増加して 

いる。 

 

・地球温暖化や環境と交通手段に関する知識についてみると地球温暖化については授業後に「知

っている」の割合が増加しており、また、地球温暖化に伴い発生する影響についても選択数

が増加している。 

 

・環境に悪い交通手段についての考えを尋ねたところ、「ガソリンで動くクルマ（2 人乗り）」

が６割近くから８割近くへと大きく増加している。 

 

・今回の交通環境学習により直接的な行動の変化は見られなかったが、アンケート結果から、

意識的な変化や過度な車利用が「地球温暖化」や「渋滞」へ影響を与えることが理解できて

いると考えられる。 
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自由意見一覧（原文のまま掲載） 

 

【公共交通について】 

じゅうたいは沖縄だけじゃなく地に大阪とかもだすからすこしだけでもバスにのらないと、バスが無くなってこま

るからです 

一番排気ガスをだしているのりものはトラックや自動車でバイクが出さないのがびっくりしました。あとモノレー

ルは電気でうごいているということがわかりました。公共交通はみんなが乗れる乗り物なので、これからも無くさ

ないようにしたいです。 

二酸化炭素を一番出しているのが自動車だとわかってびっくりした。これからバスやモノレールなどをできるだけ

使いたい 

公共交通のことを学んでみんなが使えて便利だなと思った。・バスやモノレールを乗ることで地球にもやさしいと

わかった・これからは短い距離はなるべく歩いていこうと思った。 

みんな使える乗り物だから病院や仕事に行く人や学生が学校に行くように使えるし、また、いろいろなことにも使

えるから便利。あとクルマよりバスとかに乗った方があまりお金を使わないし二酸化炭素排出量を減らせるからそ

れも便利 

自動車ばかりを使ったらにさんかたんそをたくさん使ってしまうし、じゅうたいをしてしまうからバスやモノレー

ル自転車等をつかってにさんかたんそをなるべく使わないようにしたいとおもいました。 

わたしたちがたくさん使っている自動車はトラックや飛行機よりもにさんかたんそをだしているのりものなので

かんきょうにはやさしくないことがわかりました。なので、公共交通をたくさんの人がつかうとこうつうじゅうた

いにもならずちきゅうにもやさしいんだとおもいました。 

二酸化炭素排出量は飛行機やトラックのほうが多いと思っていたけど車が一番多いということがびっくりしまし

た。地球温暖化のためにも用のない車での外出は少なくしたいなとおもいました。バスやモノレールなどにも乗っ

てみたいなとおもいました。 

公共交通について今は車などが多いから二酸化炭素がいっぱいでてるから地球に悪いのです。だから地球をよくす

るためにいろいろと工夫している。例えばうらちゃん mini とかバスとかなどです。 

今はバスを使う人が多いと思っていたけど、車のほうが多いとわかった。・じゅうたいがある日が多いから公共交

通をすれば、じゅうたいがへって地きゅうもよくなると思います。 

はいきガスをあまり出さないから地球にもいいしみんなにもいいから公共交通はいいなとおもいました。・みどり

色の道路は朝と夕方ぐらいはバスやタクシーせんようになっているということは初めてしりました。 

公共交通は地球にやさしいと知ったからこれからは公共交通をしていきたいと思います。・車は排気ガスをたくさ

んだすので地球にも悪いからいろんな人に公共交通をつかって欲しいと思います。 

わたしはバスやタクシー、モノレールをよく使いたいなと思いました。理由は地球温だんかにつながっていたから

です。だから車に乗る回数をへらしたり少し車をへらしてバスやモノレールにのる回数をふやしたいなと思いまし

た 

公共交通は時間どうりに行ける乗り物があったりとても便利な乗り物だと思った。車に乗る人が増えて公共交通を

する人がへるとバスやモノレールなどへってしまうことがあるので、できるだけ公共交通を利用しようと思いまし

た。 

地球おんだんかという言葉は聞いたことがあるけど二酸化炭素というものを車やトラック、ひこうきからでるだけ

ですべての国があつくなると初めて知った。だから公園とかにいくときには自転車やあるこうと思った。 

公共交通についていろんなことを学びました。知らなかった公共交通を知りました。社会のべんきょうしたのと同

じこともあったけど沖縄がいちばん交通じゅうたいが起きやすいこともしりました。バスしか通れない道路もしり

ました。わたしはもっと公共交通を知りたいとおもいました。 

車だけだったらじゅうたいしたりガスがたくさんでちゃって、バスだけだったら行きたいとこにいけないから 2 つ

とも使うと便利になる。 

バスだけを使うととてもかんきょうにいいけど、時間にまにあわなかったり、足のふじゆうな人がバスていからい

きたいところにあるかなければならないから、いいところも悪いところもあるということがわかった 
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公共交通は二酸化炭素を少ししか出さなくて地球にやさしいけど、時間におくれたりするから使わなかったら地球

に悪く使いすぎたら時間におくれたりすることを知りました。 

バスとかは人に親切で遠くに行くときには便利だけど全員が公共交通乗れってっていうのではない 

わたしたちはモノレールやバスがどのくらいべんりでかんきょうにもいいとわかった 

バスもいいけどつかいすぎはだめで、車いっぱいをのりすぎたらいいかもしんないけどぜんぶおなじようにのりた

いとわかりました 

公共交通は使いすぎたらあまり良くないし、使わなかったら公共交通が無くなってしまいます。だから公共交通は

びょうどうに使おうかなと思いました。 

わたしは、モノレールやバス、自転車などのにさんかたんそが少ないものはちきゅかんきょうにいいと分かってこ

れからとうこうするときや、店にいくとき歩いたり、バスやモノレールをなるべく使いたいと思いました。 

公共交通について感じたことは、朝と夕方が交通じゅうたいになりやすいのでそのときはバスを使う。ぎゃくにバ

スを使いすぎるとお金がかかるのでバスとくるまにこうたいごうたいに使ったら交通じゅうたいがなくなってく

ると思いました。 

クルマやバスはバスのほうがにさんかたんそが少ないけどクルマは多いからってずっとバスとかをつかわないで

じかんごとに分けてつかっていきたいです。 

べんりでだれでも使えてあんまりにさんかたんそがないからかんきょうにやさしい。病気や体が不自由の人もちゃ

んとのれるからうれしい。モノレールは一分もおくれないからいそいでいる人にはべんりで、じゅうたいも全然し

ない（バスも） 

公共交通はじゅうたいをおこさない。バスは CO2 をあんまつかわない。公共交通は体が不自由なひとやおとしよ

りがらくにいどうできる。公共交通は CO2 をできるだけ少なくできる。 

くるまがいっぱいあるとこうつうじこがいっぱいありそう 

1 人 1 台にのったらとてもぎょうれつができるということがわかりました。 

バスをつかったら、にさんかたんそはすくないけど車をつかったら二さんかたんそはたくさんでるからバスをつか

った方がいい。車をつかわなかったらバスはあめとかでおくれるときがあるから車をつかったほうがいい車とバス

はどっちをつかったらいいかわからない 

交通スゴロクでずっとバスをけっこう使っていて、なんにも考えていなかったけどげんじつだったらまいにちバス

で通ってたらいやだから次は車でいきたい 

バスはみんなや足がふじゆうな人をのれるようにしてると思った。モノレールは景色をみたりかんさつができそう

たなところができるからすごいと思った。 

バスやタクシー、モノレールがなければどこの道でもじゅうたいしてあさや帰るときにおくれるからいいと思いま

した。もし車で行ったときにじゅうたいしていたらモノレールは時間どうりにこれるからいつでもつかえるなぁと

感じました。 

公共交通を使うことでじゅうたいがへると思う。バスよりも車の方がにさんかたんそが少ない 

バスやモノレールを利用したら、にさんかたんそはすくないから利用した方がいいけど、たまには車も使ってもい

いなんじゃないかと思いました。もしバスがなかったらおとしよりとか学生が使えなくなるからあった方がいいと

思いました。 

バスをずっと使っても好きなところにはいけないから、車とバス車がこんでいるときにバス、バスの道が使えない

ときはくるまでやっていきたいです。 

私は、公共交通を、使う人がふえると、じゅうたいがへり、じこがへりやすくなるのに、みんな車を使うひとがふ

えるから、じゅうたいも、じこもふえる。から公共交通も使ってほしいと思った。バスを使う人がへると、バスが

へっていくって分かって自分もきをつけないとと思った。車を使いすぎていたから、じゅうたいがおきやすいと分

かった。 

車ばっかり使うとじゅうたいするけど公共交通を使うとじゅうたいもへり二酸化炭素もへることが分かった。 

公共交通はとてもべんりで、使いやすいことが分かりました。なので、たまにはバスに乗ったり、歩いたりしたい

です。 
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車が全部、悪いわけではなく公共交通、車とこうごに使うとこうりつがいいことが分かりました。急いでいるとき

には車などを使って急いでいないときはバスなどを使うといいと分かりました。 

公共交通で感じたことは、クルマを利用するよりみんなで利用できる、バスやモノレールを使うといいのが分かり

ました。後、バスやモノレールは、おとしよりやにんぷさん学生などの人が使うので、みんなで乗れるのり物は、

本当にべんりだなと思いました。わたしも時間があったら、バスやモノレールを乗るようにしたいです。 

こうつうじゅうたいは、二酸化炭素が多く排出することが分かりました。車だけではなくたまにはバスや自転車に

ものるようにしたいです。 

公共交通を使うことによって自分たちにいいことがあると知りました。車ばかり使ってしまうと、公共交通を使う

人がこまってしまうと分かりました。公共交通があることで自分たちが助かっているから、公共交通を自分たちで

守りたいです。 

車は速いけどじゅうたいすることが多いけど、バスは 53 人分乗せることができてじゅうたいもなく体が不自由な

人でも乗るからかんきょうてきに公共交通はすごく大事なことがわかりました。 

公共交通は、急いでいるときは、ふべんだけれども地球にはとても安全な乗り物だとわかった。今、公共交通がへ

っているから今からでも使用していきたい。 

いま車をつかう人が多くなってきてじゅうたいなどがでてバスをつかう人がへってきていて二酸化炭素排出量が

ふえてきて地球温だんかがどんどんすすんでいってきて、車にのる人もバスにのる人もバランスよく乗った方がい

いとわかりました。 

バス 1 台と車 53 台分は、同じ重さだということがわかりました。バスと車は、どちらにも悪い所、良い所がある

から、週に 1,2 回バスに乗るようにしたいです。 

公共交通は、車に乗れない人も、老人も学生もみんなが大切にしている乗り物だから、車を使いすぎるとバスなど

がなくなっちゃうから、バスを利用できる日はバスを利用する。 

急いでるときは、車などをつかっていいけど、あまりいそいでないときは、バスやモノレールをつかったほうがい

いとわかりました。あと、ちかいときはあるいたり自転車を使った方がいいとわかりました。 

あんまり、急いでいくときは、車をつかっていっていいけど、ゆっくりしているときは、バスを使っていったほう

がいいと分かりました。だからあまり車をつかわないことです。 

バスや自動車を、使う曜日を決めたり、近いときなどは、自転車やあるいたりしたら、じゅうたいをしないのが分

かりました。 

バスなどの公共交通は、CO2 の量が少ないから、地球にはやさしいし、じゅうたいにもならないから、できるだ

け、公共交通をつかったほうがいいなと思いました。 

車を使うと、公共交通を使う人やバスがへるのがわかりました。浦添市のじゅうたいしてるときの車の速さは、東

京や大阪などと同じなのがびっくりしました。これから時間があって、出かけるときは、バスやものれーるにも乗

りたいです。 

車がたくさんあると、じゅうたいしたり地きゅうにも悪いし、人にも悪いということがわかった。車がふえると、

公共交通がへる。そしたら、うんてんができない人が不便になってしまう。 

バスの利用者がへったら、車が多くなって、じゅうたいになるから、急いでいるときは車でいって、のんびり行く

ときは、モノレールやバスを使って、バスと車の利用を、バランスよくすることが分かった。車を多くつかったら、

じゅうたいになりやすいからバスもつかつことも大切だと分かった。 

〇車を乗る人が、いっぱいいたら、じゅうたいがいて、あんまりすすまないから、バスにのったら車にのる人がす

くなくなるのがわかりました。〇バスは、一台で、35 人の人がはいるのがはじめてしりました。 

自動車は、使いすぎると二さん化たんそがふえてしまうし、バスだけにのるというのはげんじつ的ではないので、

ぼくもバランスよくのりわけれるようにこころがけたいです。 

公共交通は道路のじゅうたいをへらすことができるし、かんきょうにもやさしいからとても大切なものがだとわか

った。これから自分も車だけではなくバスやモノレールなどの公共交通を使っていけたらいいと思った。 

今までは、乗り物なんてのり方もしらないし車のほうがいいと思ってたけどたまには、モノレールやバスに乗って

いろいろなけいけんをしたいり、じゅうたいをへらしたいです。 

公共交通がないといろいろなじじょうのある人がこまったりするので、公共交通は必要だなと思いました。 

わたしは公共交通に関して地球温暖化のためにも、あまり車も使わないで運動などもしたらいいなと思いました。 
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バスやモノレールの方がいいと思いました。なぜなら車だと二酸化炭素排出量が多いからバスやモノレールは排出

量が少ないのでいいと思いました。 

浦添市は交通じゅうたいがとっても多くて車からは地球に悪い二酸化炭素が多く出るそうです。なのでこれからは

二酸化炭素があまりでないバスやモノレールなどの公共交通を使いたいです。 

いつもおでかけで車をつかっているので、モノレールやバスなどをつかっていきたいです 

車はのりものの中で一番 CO2 のはいしゅつ量が多いとしりました。バスの利用が少なくなっていることをしりま

した。 

今日、公共交通について勉強して、車は環境に悪いことが分かりました。一番渋滞が多いのは浦添市だとわかった

のでびっくりしました。できるだけバスを使おうかなと思いました。 

公共交通について感じた事は、地球温だんかがはじまっていることです。地球には、まくみたいな物があってそれ

がこわれているのできつけていきたいです。 

公共交通は無くなったらだめだから車と公共交通はびょうどうに使ったらいいと思います。 

バスなどの、公共交通はガスのはいしゅつを少なくするためと分かりました。 

〇今日公共交通で感じたこと 2 つあります。まず 1 つ目は二酸化炭素排出量で「一番多い乗り物はなんでしょう」

と聞かれたとき、車があんなに多いと思ってもいなかったです。二つ目は車とバスでは、バスの方がより多くの人

をのせながら二酸化炭素排出量がこんなにもへらせることがわかって、自分もぜひ協力したいと思いました。 

〇わたしはふだん車を使用しているけど、二酸化炭素で地球をきずつけることを知って、わたしこれからやろうと

思ったことが 2 つあります。1 つ目、車を使用することをひかえます。2 つ目、車もバスもバランスよく利用しま

す。県外では、かんきょうをたもつために車やバスなど二酸化炭素を出す乗り物はひかえて自分の足で動いている

と聞いたことがあります。だからわたしも地球にやさしいことをしていきたいと思います。 

二酸化炭素が一番多くだすのは車とわかりましたけど、なぜ一番多く出るのかふしぎにおもったからしらべたいで

す。 

出かける時は、バスやモノレールのバスていやモノレールえきに近いときは、バスやモノレールをつかいバスてい

やモノレールえきにとおいときは、車をつかうようにしたいです。 

公共交通は車より CO2 のはい出りょうが少なかったので、資料を見ていそいでいるときは車、ゆっくり行きたい

時は、バスやモノレールを利用した方がちょうどいい位と思ったので、これをかつようして CO2 をへらす努力を

しようと思いました。 

にさんかたんそがすくないからちきゅうにやさしいとしりました。けどくるまはにさんかたんそが多いけど人にと

ってはだいじだとしりました。 

車が CO2 をいっぱい排出することを知りました。車だけでなくバスやモノレールを使ったほうがいいと思いまし

た。 

公共交通と車をバランスよく使う。次から自分でできる事はしたいです。 

公共交通で感じたことは車で利用していると二酸化炭素がふえて地球温だん化がふえてるからできるだけ車のり

ようの回数を少しへらせばいいとおもいます。 

車とはちがい、たくさんの人がのれるから、じゅうたいが少なくなっていいのり物だと思いました。 

公共交通は二酸化炭素をあまり使わないことを知りました。車で 53 台なのがバス 1 台でおさめることができてす

ごいなと思いました。 

公共交通は、バス、モノレールなど、みんなで使う物や乗り物を使うとじこもへりけががなくなることがわかりま

した。 

公共交通は、バスやモノレールなどの乗り物がありました。ずっと車を使っていたけど、このようなのもかつよう

してみたいとおもいました。バスやモノレールはじゅうたいもしないし、便利だなと思いました。バスは車とちが

って二酸化炭素が少ないので地球にやさしい事が分かりました。 

たまには、モノレールで行けたりバスに乗ってもいいかなとおもいました。バスやモノレールはゆったり楽しいの

でゆっくりしたいときにいいかなと思いました。 

公共交通は、CO2 はい出りょうが少なくないことがわかりました。これからは、車だけではなく、公共交通もつ

かいたいと思いました。 
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公共交通は、地球にも優しくかんきょうにもよいことがわかりました。でも、バスやモノレールだけをつかってい

たら、車の会社にお金が入らなくなるのでバランスよく使いたいと思いました。そして、地球温だん化をなくした

いです。 

公共交通はちきゅうにもやさしいく、かんきょうにもいい。 

車をつかう人が多いほど、にさんかたんそが多くなるそしてどっちかにしても、自分がべんりにいけないし、バス

がなくなったら、けがをしている人がのれなくなるので、どっちも大切だなと思いました。 

車は、にさんかたんそが多く出る。バスはにさんかたんそが少なくない。だからって車を使わないことは、よくな

いと思うからびょうどうにつかうといいと思いました。 

公共交通で感じたことは「CO2 はい出りょう」です。理由は地球おんだんかに関わることだと感じて、知ったし、

また、こうゆうのもあるのだなーと分かりました。なので「CO2 はい出りょう」が分からない子がいたら教えて

これはこうだなだよと知らせて世界のみんなが分かるようにしたいです。 

・公共交通は地球にも人にもやさしいということがわかりました。・公共交通があると地球おんだんかがすすみに

くく、ありがたいそんざいと気づいたので、少しずつ利用していきたいと思います。 

公共交通はたいせつだけど車も利用するのはよいと感じました。けっこう車利用がおおいけどバスも利用できたら

したいです。 

公共交通について感じたことはたいせつだとわかりました。でも、車をつかうのもいいと思いました。公共交通は

たいせつということはとてもいいことと思いました。 

公共交通を使うことでじゅうたいもへるし、車で乗るより、地球にやさしいと分かりました。公共交通だけ使わず、

車も必要だと分かりました。ちょうどよいバランスで車を使うとよいとわかりました。 

公共交通はバスは CO2 はい出りょうが少なくて車は CO2 が多かったので、あまり車を使わないでバスを使ったほ

うが CO2 が少なくなることを感じました。 

・私はよく車に乗っていたけど車は地球のかんきょうによくないことが分かりました。・バスは地球にやさしいの

で、いどうなどのときはバスを利用したいなと思いました。・他にもモノレールや自転車などが地球にやさしいこ

とが分かりました 

二さん化たんそをへらすためにバスやモノレールを使うけれど車も必要でお年よりにもやさしいかんきょうをつ

くるといいと感じました。 

公共交通にはいいところもいっぱいあるけどクルマもいいところはあるからびょうどうに使って、今はクルマの方

が多いけど、これからはバスを使ってみたいです。 

車は、にさんかたんそをだしているとわかりました・バイクがいちばんにさんかたんそがあまりだしてないとわか

りました。・車をつかっている人がおおいから、ゆっくりのときはバスをつかったほうがいいとおもいます 

車よりバスやモノレールなどを使うとにさんかたんそをへらすことができますが、車も公共交通もバランスよく使

うとよいとわかりました。 

車だと CO2 はい出が多いからいそいでいるときに使って遠くに行くときは公共交通を使おうと思います。 

車だとにさんかたんそがおおいけどモノレールやバスだとちきゅうのかんきょうがよくなることがわかった 

私は今日初めてシェアサイクルというのを知りました。車だとニさん化たんそがたくさんでるけど公共交通（バス、

モノレール）をつかうとニさん化たんそがへりとてもかんきょうによいと分かりました。 

私はよくくるまを使うんですけど、今日のじゅぎょうでバスやじてんしゃをつかったほうがいいとわかりました。

なので車じゃなくて、バスやじてんしゃをりようしたいと思います。 

わたしたちがすんでいる浦添市は車を使う人が多くじゅうたいになることが多いとわかりました。車を使わないで

バスやモノレールを使うといいことがわかりました。 

車を使うとかんきょうに悪いということがわかりました。なので、自転車や公共交通を使って遊びに行ったりかい

ものもしたいです。あと、歩かないとけんこうにも悪いということもわかり、車にあんまりのらないようにしたい

です。 

公共交通をふやしていって車をへらしていくとニさんかたんそをへらしていけると思いました。 

にさんかたんそをはいしゅつする車は、べんりだけどちきゅうおんだんかがおこってしまうので、にさんかたんそ

をはいしゅつしていないじてんしゃやバスに乗ろうと思った。 

車にのることが多いけどバスやモノレールものるのもいいなと思いました。あと車もいいところはあるからとおく

に行くときはバス、モノレールで近くにいくときは車もいいしじてんしゃでいくのがいいと思いました。 
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公共交通はとてもすばらしいけどぜんぶ公共交通になったらかぎられた場所にしかいけなくなってしまう。だから

公共交通と車をうまくつかうのがいいとおもった。 

バスやモノレールのは、二酸化炭素を出さないけどおそい、でもじゅうたいはおきないということをわかりました。 

もしも車だけのせかいだったらそのうちにさんかたんそはいしゅつりょうが多くなりじこなどのことがあるので

バスやモノレールと車をびょうどうに使うことが大切だと思いました。 

車を使う人が多くなったら地球温だんかにもなるし、じゅうたいにもなるからバスもたまには、利用しようと思っ

た。 

公共交通はちきゅうおんだんかがとまるためのたいせつなのりものだとわかった。そして、車などもたいせつだと

わかった。 

公共交通を利用することは、地球温暖化を防ぐことができるけど、公共交通だけだと不便ということが分かりまし

た。でも、できるだけ利用したほうがいいと思いました。 

ぼくは前までバスの方が車よりガスがでるものだと思っていました。バスは人がいっぱい乗るからガスがでると思

っていたけど、今回のじゅぎょうで分かったので、これからはバスを利用したいと思いまいた。 

バスをりようする人が少ないとニさん化たんそ多くなることがわかった 

バスやモノレールを使うことでにさんかたんそをへらすことができるんだなと思いました・自動車などを使うと、

にさんかたんそがふえるということがわかりました。 

・バスやモノレールがへっている・へるとたいへんなことになる・バスを利用して生活したい・CO2 がなくなる

世界にすること 

クルマをつかうと二酸化炭素がふえるのでクルマの利用をへらそうと思いました。なので、できれば歩いていろん

なところにいけるようにしたいです。 

公共交通で感じたことはうらちゃんバスというのがあることを知った。車を使いすぎるとじゅうたいになるので、

バスも使って行きたいとおもいます。 

あまり使っていなかったけど使いたくなった。いそいでいる時やにもつが多い時は車でいき時間がある時は公共交

通を使うようにしたいなと思った。 

公共交通について感じたことは、二酸化炭素の多いクルマでどこかにいってたけれどときたまのバスとか遠い場所

にいくときにモノレールでいこうと感じました。 

今、地球温だん化がおきていて、ふだん車を使っていたけどこの勉強を通じて、車はかんきょうにわるいことをし

ったのでバスやモノレールなどを使って、CO2 はい出量をへらしていきたいです。 
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【交通すごろくについて】 

車だけ使って生活すると二酸かたんそがふえるけど、バスだけ使っても時間がおくれるときがあるからどっちもつかった

ほうがいい 

バスを３回だけしか使わずにやると全ぜんごーるできなかったけど、バスと車をバランスよく使うと CO2を少なくゴール

できた 

交通すごろくで、バスは習い事などに使って、車は少し遠い所に行くときに使えばいいかなと思いました。 

ゲームの時はばすだけ・車だけでできたけどげんじつはばすだけではいけないということが分かった 

交通すごろくで感じたことは、勝つためにずっとバスを使っていたけどバスを 1人 3回までにせいげんしたらじゅうたい

がおきて何回か 0マス進になったので、公共交通はだいじなんだなあとわかりました。 

公共交通だけつかわないで、車とかをつかってこうたいごうたいでつかう。くうこうとかいくとき車でこんでまにあわな

いときとかは、モノレールとかバスをつかいたいです。よゆうがあるときは車とかでいきたいです。 

車とバスはどう選んだらいいとかじゃなくてちゃんと考えてやるし、近い時は歩きか車で遠いときはバス（車）も使って

ちゃんといどうする。自分たちはゲームでけっこう使っていたので、あんまりやらないようにがんばろうと思います。 

交通すごろくでしたことをげんじつでもやっていきたい。交通すごろくでやって感じたことは車ははやくて自由にうごけ

るけど CO2をいっぱいだしてしまう。バスは CO2がぜんぜんでないけど時間どおりにこなかったり遠くにいくのに時間が

かかる。車は家族で使うのにはいい。バスは家族全員でつかうとちょっとお金がかかる。 

バスやくるまの二さん化炭素排出量もかんがえながらやるのはむずかしいけどチームでさくせんをたてながらやったら

すこしはらくになりました。わたしは、きょうやったことをおうちの人につたえたいと思いました。 

1つの乗り物だけで全部はすすめないということはわかりました。 

車は遠くにいくときにつかって、バスは近いところに行くときにのる。近いところは自転車や歩きでもいい。交通すごろ

くはただあそぶだけじゃなくてどうやったらニさんかたんそをへらせるかとかを考えてやるのがたのしかった。 

バスでずっといっていたらいえにある車はいらなくなるから家の人といろいろと考えていきたいです。 

車は今の地球にはわるものだけど公共交通だけというのもよくないから車もひつようと感じました。 

バスと車はいい所もあるけど悪い所もあるのでこうごにつかっていきたいです。 

答えがないなら、今日、学習したことをいかしてやればいいと思いました。バスの良い点は、みんなでいっせいにのれる

こで、悪い点はみんながたくさんのってもじゅうたいすること 

車やバスをすごろくでやって、車の方がにさんかたんそをだしていてそんなに出しているとわかりました。地球ことを考

えて使用していきたいです。 

交通すごろくで感じたことは公共交通のことがわかった 

車かバスかじゃなくて車もばすもこうごに使った方がいいってことがわかった。 

公共交通を使った方が時間にまにあったりするから公共交通をいっぱいつかうようにいしきする。 

交通のことは考えていなかったけど交通すごろくをして、そんなにくるまを使うと二酸化炭素がでてくると分かった。 

交通すごろくをして、公共交通がないと、とてもこまると初めて知ったので、そのことが知れて良かったです。 

最後に、バスは 3回までという決まりがあったのであらためてバスなどがどれほど大切なのか分かりました。車だけでい

どうしたらじゅうたいするし、バスだけでいどうしたら車会社にもえいきょうがおこるからバランスよく使うことが大

切。 

交通すごろくですごく感じたことは、車がじゅうたいしたら思いどおりの時間にいけないことが分かりました。でもバス

は、すいすいいけるし、二さんかたんそを 50gしか使わないことがすごいなと思いました。 

ぼくは、ちょっと 1回目と 2回目が車を多く使っていたので、バスと同じくらいのってればなと思いました。 
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すごろくで楽しみながら学べてすごいと思いました。このやり方だと、みんなが楽しみながら大切なことが分かると思い

ました。すごろくだと分かりやすく学べて「いい」と思いました。 

みんながくるまなどを使うとじゅうたいがふえて前に進まなくなるけどバスなどにのることでじゅうたいをへらすこと

ができるということがわかりました。 

ぜんいんくるまをつかうとにさんかたんそがふえてくるからバスをつかうといいった 

すごろくをして、車と公共交通を使いわけるのが大切だとわかりました。 

きょうのすごろくで車だけやったら二酸化炭素がいっぱいでたのでバスにだけのったら車などよりもバスのほうがいい

と分かりました。 

もしバスが 3こしかなかったらじゅうたいがつづきずっとあつくなってしまうからいそいでいる時は車を使って、いそい

でいない時はモノレールかバスをつかっていく。ちかいところは、じてんしゃかあるきでいくといい。 

すごろく 3回目で、バス 3回まで、自動車は何回でも使っていい時に、バスを全部使っちゃってみんな自動車を選ぶ、交

通じゅうたいになりゴールできませんでした。それだけ CO2はい出もしちゃうからもったいないと思いました。公共交通

は大切だと思いました。 

バスで行きすぎてみんなが車になるとじゅうたいになった。だから平等に乗るのが大切。 

みんないっしょに車を使ったら 0マスになってじゅうたいしちゃう。バスで行く人と車で行く人に分かれてやったらちょ

っとでもマスがすすめる。 

すごろくでバスのほうがはやくいけたのでバスやモノレールとかでたいけんをして、のっていきたいです。 

バスがなくなったらたいへんなことになるのがよくわかりました。 

すごろくをして、じゅうたいとかをしたら、すすめないから、たまには、バスやモノレールを使ったら渋滞しないのが分

かりました。 

クルマだと、早く行けるけど、じゅうたいしてしまうが、バスを使うことで、ゆっくりだけど、じゅうたいしないから、

いそいでいるときはクルマで、いそいでいないときはバスにするようにするといいとわかった。 

はじめは、バスだけでやってたけど、バスが 3回しか使えなくなったらじゅうたいしたので、バスは大事ということが分

かりました。できるだけ、公共交通も使いたいです。そして、今日、分かったことを、お母さんに話して、バスにのりた

いです。 

車をどんだけ使った、とかバスをどれだけ使ったのかが書かれていてわかりやすくて、そういうのがかかれている「今は

車で行った方がいい。」「今はバスで行ったほうがいい。」とかがしっかり考えられるのですごくいいと思った。 

バスが 3回までしか使えないと、車が多くなっちゃうから、バスと車の使うバランスが大事だと分かった。ずっとバスを

使っていると、じゅうたいにはなりにくいけれど、たまには、車も利用しないといけないことが分かりました。 

〇バスは、生活に欠かせない”乗り物”だということがわかった。〇急いでいる時は”車”・遊びではバスなどと、きち

んと平等に使いわけるようにする。〇車だけを使いすぎたら、じゅう滞が起こってしまうから、つかいすぎないようにす

る。 

バスがなくなるのがどれだけ、たいへんなことか、今日スゴロクゲームをとうしてわかりました。 

みんなが自動車ばかり使ってしまったらじゅうたいがおこってしまうし、バスを走らせている会社にもえいきょうがある

とわかった。公共交通と車をバランスよく使い分けることが大切だとわかった。 

バスやモノレールがないと進めなかったし、車だけだったら「二酸化炭素排出量」も多くなるから、これからはこうごに

乗っていきたいです。 

じゅうたいがあると１っぽも進めない。 

バスは、ひつようだけど車もひつよう。 
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すごろくしてじゅうたいしないように考えながらあたまをつかって、べんきょうをして 1位をなんかいもとれてうれしか

ったです。 

わたしは、3 回目は、くるまもいっぱいつかってしまったので、二酸化炭素を 2000 ぐらいだしてしまったので、すこし

がっかりしたのでげんじつでは、すこしでもちきゅうおんだんかをとめたいです。 

今日すごろくをして一回目は車を７まい使っちゃったけど２回目は工夫をして車を１枚にしてみました。だけど４位だっ

たのでくやしかったです。他のチームがめっちゃ強いことがわかりました。 

ゲームをして楽しみながら考えることもできるし公共交通について知ることができるのでいいなと思いました。 

わたしは、にさんかたんそはいしゅつ量が多かったのでバスを使うといいかなと思いました。 

１回目のすごろくではクルマのカードを５まいしか使っていなかったのに二酸化炭素排出量が 1500ｇだったのがびっく

りしました。なのでバスの利用をふやしたいと思います。 

１回目はすごろくでバスだけでゴールすると二酸化炭素排出量は 500ｇだったので車よりバスのほうがにさんかたんそ

をださないことがわかった 

クルマでいったほうが速いけどバスでいったか CO2がでないからバスの方がいいということです。 

車を使うと CO2がいっぱいでると分かりました。 

すごろくはいがいとじゅうたいしたりしたけどじゅうたいがあんまりないときはスムーズにいけて楽しかったです。 

１回目が１位だったけれども２回目はチーム Cの人と協力して、最初は 1750ｇだったけど２回目は 500ｇになりました。

ららさんがとてもじょうずだったです。 

車をあまり使わずにいったほうがいいかと感じました 

クルマだと混んだりしたらおそくなるしぜんぜん進めないけどバスだったらかくじつに３マス進めるしこんでいるくる

まより速いのでバスはいいなと思いました。 

車を選ぶひとの方が多かった。バスに乗った方が早くすすめることがわかった。 

できるだけバスを使った方がよいと思う 

クルマのりようがふえるにつれて、二酸化炭素の排出量もふえるし、公共交通をつかう人が少なくなることがはじめてし

りました。できるだけ、車とバスをバランス良く使っていきたいと思いました。 

1回目は、1800gだったけど、2回目は、750gだったのでうれしかったし交通すごろくもやってすごくたのしかったです。 

すごろくを通じてくるまをできるだけへらしてほうがいいとわかりました。 

交通すごろくをやって感じたのは 2 つあります。1 つ目は、1 回目で、すごく二酸化炭素をつかっていたので、2 回目で

は、グループで話し合ってへらせたので良かったと思いました。2つ目は、交通すごろくで、車のカードを使う枚数をへ

らせたのでうれしかったです。 

交通すごろくで感じたことは 2 つあります。1 つ目、二酸化炭素をへらそうと考えました。2 つ目、バスの利用を多くし

ようと考えました。 

車は早く行けるけど CO2のはい出が多いことを知り、バスは少しおそいけいど CO2のはい出が少ないと分かりました。CO2

のはい出はこんなにもでていたんだと思いました。そして車の使いすぎは、じゅうたいを起こしやすいと分かりました。

どっちもバランスよく利用したいです。 

くるまをつかいすぎるとじゅうたいがおきてちきゅうにもわるいとしりました。 

車をいっぱい使うとじゅうたいすると知りバスを使っていきたいと思います。 

車も使いすぎると二酸化炭素をたくさんつかって 0マスとかになって使いすぎはよくないんだなと思いました。でもバス

はあまりふえてなくてバスのほうがりようしたほうがいいんだなと思いました。 

車は便利だけどにさんかたんそが多い。 



 

3-67 

交通すごろくでかんじたことはなるべく車の利用をへらしてバスやモノレールを使ってやればいいと思いました。 

じゅうたいや、CO2はい出量をへらすためにどっちも使うというバランスのいいやり方がいいとわかった。 

私は 1回目車ばかり使っていました。だから二酸化炭素排出量は 2600gでした。ですが 2回目みんなで話し合ってやると

950gまでへらすことができました。みんなの排出量もだいたい 950gでした。 

交通すごろくでは 2回やり、1回目の CO2はい出りょうは「1050g」で 2回は「950g」でした。CO2のはい出りょうを減ら

すには、バスやモノレールなどをつかうと CO2はい出りょうはへることが分かりました。 

二酸化炭素のへらし方を工夫してできました。1回目 1800g 2回目 950g 

もし、私が大人になったら二酸化炭素排出量をへらそうと思いました。一回目は、4 位だったけど、二回目は、3 位にな

れたのでうれしかったです。 

バスの方が、CO2 はい出りょうが多いと思ったけど、車のほうが、CO2 のはい出りょうが多きことが、わかりました。バ

スは、ちきゅうにもやさしく、環きょうにも、やさしいことがわかりました。 

交通すごろくで、車だけを使うと CO2の排出量が全員で 1万以上いくので、交ごに使ったり、1,2回だけつかうとよいと

思いました。大人になったらバスやモノレールをできるだけつかいたいです。 

ゲーム（スゴロク）をやってクルマやバスのバランスをよくしないと二酸化炭素排出量は増えます。 

クルマは300gにさんかたんそでてバスは400gにさんかたんそがでてバスはぜんぜんじゅうたいにもしないし空気をおせ

んもされないしだいじょうぶだとおもいました。そして車をいっぱいつかったらじゅうたいするけれどバスを使うと、あ

まりじゅうたいしないことがわかった。 

車は、バスよりにさんかたんそをつかわないと思ってたけど、車のほうが使うんだな～と思いました。そして、バスを使

う人が少ないので少なくなるのは、たいへんだと思いました。 

ゲームだけどべんきょうになるからいいと思いました。ほかにもバスでいくとあまりすすまないけど車でいくとにさんか

たんそが多くなってしまうからびょうどうにつかう。 

交通すごろくでは、みんながかつようできてみんなが公共交通のことを知る事ができるという工夫があると感じました。

また、チーム Aでさくせんを考えながらやっていたけどほとんどがさいかいなので、もっと公共交通のことを知りたいで

す。 

工夫して使うことで、楽しみながら考えながらも地球のことを考えながらもできるので、とても地球おんだんかのことな

どを考えながらできました。なのでこれからも地球のことを考えながら自動車を使っていきたいです。そしてより地球に

やさしいことをゲームでできてよかったです！ 

バスははいきガスがすくないからしたこう利用にいいけどでんきじどうしゃあればはいきガス０ですごいと思ってます。 

交通すごろくをやって、車を使うとにさんかたんそはいしゅつ量がふえて、バスを使うと 50ｇでおさまるので、バスを

使って、車も使うと良いバランスで早い回数でおわれたので、どちらも、バスとの車のバランスが大事だと分かりました。 

交通すごろくでは、CO2を使うとちきゅうがあつくなることを交通すごろくで感じました。 

・バスは交通じゅうたいがないけど、車のほうがじゅうたいがなければ早くすすむので、車だけ、バスなどの公共交通だ

けにするのではなく、バランスよく使うことが大切なのだと感じさせられました。・バスにも車にもいいところがあるの

で、使いわけていきたいなと思いました。 

バスのりようが多くてじゅうたいはしなかったけれど、ゴールに早くつくには車のりようが必要なのでバランス良くする

と良いと感じた 

さいしょは１位になって、CO2のはい出りょうすくなくして、ターンも少なくて、じゅうたい回数も少なかったけど２回

目は２位だったので１回目のときと同じようにしたいです。でも１人じゃむりなのでみんなで協力したいです。 

すごろくでは楽しく CO2の事をしれたり、どうしたらじゅうたいになるかわかりました。それを生かしてこれから生活に

使ってみたいです。例えば車はべんりだけど地球に悪いので公共交通をつかうなどをしたいです。 
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あまり車をつかわないで、バスやモノレールをつかったほうがいいとわかりました・あとは１位になったりならなかった

りをそれであらそうのがたのしかったです。 

車でいどうするより、バスなど公共交通を使った方が地球にやさしいとわかりました。 

車で行くと早くゴールまでいけるけど、バスのほうが CO2はい出りょうが少ない 

たのしかったです。ゲームでちきゅうのかんきょうがかんたんにまなべたのでよかったです。 

車をたくさんつかってみると、とてもニさん化たんそがでて、バスを使うと車の半分以下のはい出りょうになってこんな

にかわるんだなと思った。 

車でいくとすごく CO2はい出りょうが多いけど、バスでいくと CO2はい出りょうがすくないとわかりました。すごろくゲ

ームをやって今日はいろんなことがわかりました。また、このゲームをやりたいです。 

交通すごろくで車とバスを使ってみました。車のほうが CO2はい出りょうが多く、バスは少なかった。このことを考える

と、バスを使うといいことがわかりました。 

交通すごろくで、にさんかたんそはい出量という言葉がわかりました。あとにさんかたんそを出すと、地球を守れないの

で、車にはあんまりのらないようにしたいです。 

車はじゅうたいがおこるから、バスでいったほうがじゅうたいがしないからバスでいったほうがいいと学びました。 

バスのはい出りょうが車より少ないと知れてよかったです。とても面白かったです。 

車でにさんかたんそをいっぱいはいしゅつしていたけどすべてバスでやると 500ｇでとてもへっていたのでなるべくバ

スにのろうと思いました。 

交通すごろくということを思いつくのもすごいしべんきょうしながらたのしめるのもいいし、車もバスもいいところがあ

るといっているようでいいなと思いました。 

じゅうたいやゲームオーバーしたけど楽しかったです。 

交通すごろくをして感じたことは、車をたくさんつかうとニさんかたんそのはいしゅつりょうは多いと感じた。バスをり

ようするとニさんかたんそのはいしゅつりょうをおさえることができるとわかった。 

交通すごろくで感じたことは、車のほうがニさんかたんそがたかいと思いました。 

車をちょっとだけ使ってバスをいっぱい使ったら、二酸化炭素排出量がへりました。でも二つともつかうのがバランスが

いいとも分かりました。 

交通すごろくをして１回目はクルマ９まいでバスが４まいでにさんかたんそのりょうは 2900ｇでした２回目はクルマ 4

まいバス 5まいでしたどちらともさいかいなのでつぎは１位めざしてがんばります。 

だいたいの人がバスをつかうとじゅうたいがへり CO2もあんまり使わない逆にだいたいの人が、車を使うと CO2をめっち

ゃ使いちきゅうおんだんかになる。 

すごろくをやるときに最初使った二酸化炭素排出量が 1550ｇだったけど２回目のときにバスを多く使うとおよそ 1150ｇ

だったのでバスを多く使うとよいとゆうことがわかりました。あと、どこかにでかけるときには、バスやモノレールを使

いたいと思いました。 

私はバスをなるべくつかってくるまはあんまりつかわないというさくせんでやりました。車は 300ｇバスは 50ｇでぜんぜ

んちがうので車ではなくバスやモノレールを使ってやるといい！！とわかりました。車とかは渋滞がおおいけどバスやモ

ノレールをつかうとよいことがわかった。 

交通すごろくは CO2をへらすため、車ではなくバスを使おうというさくせんでやりました。でも早くゴールするため２回

は車を使いました。 

１回目は 2400ｇの二さん化炭そがでたけど二回目は、500ｇまでおさえることができたので、げんじつでもがんばればへ

らせると思いました。 
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感じたことは車をえらぶとさいだい 6ますだけど車をえらんでいる人が多かったから、じゅうたいして０マスとか１マス

とかしか進めなくなることです。バスだと最大３マスだけどじゅうたいしないことです。今日はありがとうございまいた。 

クルマをいっぱいつかうとニさん化たんそは多くなるけどバスをいっぱいつかうと少なくなる 

・にさんかたんそをへらすためにバスをたくさんりようしようと思いました。・何で行くかによってにさんかたんその量

がかわるんだなと思いました。 

・たのしい・車をりようするとどんな感じかわかる・１位になるためにやるきがでる・CO2のりようしてるのがべんきょ

うになる・何をなん回つかえば何になるがわかる SDGsこれだいじ！！ 

７人でやったので、６人がバスで１人がクルマだったら２台ですむということがわかりました。Dチームのみんながバス

を使うと１台ですみます。 

交通すごろくをやって車をいっぱい使うと、二酸化炭素が 3000ｇとかになってしまうので、バスを使うと 950ｇになりま

す。じゅうたいしたら計算するのがおそくなります。あと楽しかったです。 

交通すごろくではクルマ、バスの二酸化炭素排出量を調べました。１回目は 3150ｇでした。２回目は 900ｇでした。楽し

かったです。 

ずっと車の人は CO2 はい出りょうが多かったけどずっとバスの人はすごく少なかったから地球にやさしいのはバスなど

と公共交通だけど、車もないとこまることがわかった。 

１回目全部車でやったら１２ターンの 3600ｇ使っていたので「こんなにも使うんだ」と思いました。２回目は車 1 まい

のつもりだったけどまちがえて３まい使ってしまったけど、1150ｇで８ターンで終えられました。こんなにも CO2はい出

量がへらせることができるとしりました。 

 



 

第４章 今後の方針 

 ４－１.課題の整理 

   令和３年度交通環境学習実施結果より、今後の課題について整理を行った。 

 

① 児童の意識変化について 

 【意識変化】 

今回の交通環境学習授業では、授業実施前と実施後では意識の変化が大きく見られた。 

【行動変化】 

車通学の実態については、通学方法の判断や決定は保護者によるものが多くかつ習慣化してい

ることが伺えた。 

その結果、短期間で直接的な行動の変化までは見られなかった。 

【今後の課題】 

次年度は授業参観日に交通環境学習授業を実施するなど、保護者に対する働きかけも行った

うえで検証する必要がある。 

  →今回も直接的な行動変化は見られなかったため、今後も授業参観日での授業実施を検討する。 

 

 

② 授業内容（座学）について 

 【今後の課題】 

児童の理解度としては、「環境」、「渋滞」、「福祉」について一定の意識変化がみられること

から、理解できていると考えられる。 

ただし、先生方の意見として、授業内容のボリュームが多いといったご意見もあったため、

現在の内容をベースに簡略版教材の作成を検討する。  

 

 

③ 交通すごろく（ICT)について 

【今後の課題①】 

 交通すごろくルールのカスタマイズを教員自身が行えるよう、直感的に管理画面の操作を行

えるよう改良を行う。また、学校側のネットワークを要因としたエラー等によりゲーム進行

に影響がでることがあるため、対処方法を確立する。 

 

【今後の課題②】 

 現在セキュリティの関係から、児童のタブレット端末から交通すごろくゲームを実施するこ

とができないため、今後、タブレットからも交通すごろくゲームが行えるよう教育研究所と

調整を行う必要がある。 

 

 

 

 

 



 

 

④ 授業カリキュラムへの組込みについて 

 

令和５年度授業への組込みを見据え、令和４年度は以下の通り学校側との調整を進める。 

 

【市内小中学校校長会での事前説明】５月中旬 

➣ 令和 5年度授業組込みへ向け校長会で事前説明を行う。 

また、今後の追跡調査や中学校への MMを見据え市内中学校校長（５校）に対しても併せて 

説明を行う。 

 

   【教員向け講習会の開催】８月頃 

    ➣ 小学校の夏休み期間中に交通環境学習授業の講習会を開催する。 

     講習会ではこれまでの授業や、交通環境学習の内容について説明を行う。 

なお、講習会ではモビリティ・マネジメントの考え方についても説明を行うよう留意する。 

   

  【交通環境学習授業実施】９月～２月 

    ➣市内小学校で MM授業を実施（２～３校） 

   

  【交通環境学習教材の配布】１月～３月 

    ➣市内小学校への交通環境学習教材の配布及び交通すごろくプログラムのインストールを 

行う。インストールにあたっては各学校に配置されているエバンジェリスト、ICT推進員 

へ使用方法の詳細説明を行う。 

     



 

 

４－２令和４年度のスケジュール 

 令和４年度のスケジュールを以下の通りとし事業を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-1 来年度のスケジュール 

３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

MM委員会

学校調整

校長会説明

教頭会説明

教員説明

講習会

授業実施（モデル校）

ICT動作環境確認

ICT教材導入対応

2023年（令和5年）2022年（令和4年）

令和4年度事業スケジュール（仮） 資料２

第10回委員会 第11回委員会 第12回委員会

講習会開催（夏休み期間中）

授業実施（2校）
教員の授業見学も実施

各小学校における動作環境確認・改善

教育研究所サーバーへのプログラム導入・管理調整

追跡調査の手法検討
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第５章 その他 

 ５－１．委員会の運営 

   本事業は「浦添市モビリティ・マネジメント教育推進委員会」の構成員により実施している。 

   次頁より今年度実施した委員会の概要を記載する。 

   なお、会議資料については資料編で掲載する。 
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（1）第７回委員会 

 

  【開催概要】 

日 時 令和３年１１月１１日（木） １４：００～１５：００ 

会  場 浦添市役所６階 601会議室 

出席委員 野口広之委員、宮平敦委員、日高聡委員、田中浩三委員、與座辰彦委員、 

知念みち子委員、［6名］ 

欠席委員 與座辰彦委員  

事 務 局  交通エコロジー・モビリティー財団 岡本交通環境企画課調査役、 

        浦添市都市計画課、浦添市学校教育課 

議 事 １ 開会 

２ 委員の変更について 

３ 議事 

① 過年度の授業概要及び課題について 

②  令和 3年度の実施方針について 

        ４ その他 

沖縄県の学校教育 MMに関する取組みの紹介 

 

【配付資料】 

・会次第、配席図 

    ・資料１：過年度の授業概要及び課題 

・資料２：令和３年度の実施方針について  

・資料３：TDM施策推進アクションプログラム浦添地区 MMエリアの説明 

・参考資料１：浦添市モビリティ・マネジメント教育推進委員会設置要綱 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   第７回委員会の様子 
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（2）第８回委員会 

 

【開催概要】 

日 時 令和４年１月１７日（月） １０：００～１１：３０ 

会  場 浦添市役所６階 601会議室 

出席委員 野口広之委員、宮平敦委員、日高聡委員、與座辰彦委員、狩俣直美委員 

欠席委員 荻堂盛嗣委員、田中浩三委員 、知念みち子委員 

事 務 局  浦添市都市計画課、浦添市学校教育課 

議 事 １ 開会 

２ 議 事  

① 第４回委員会の議事要旨について              

② 今年度の授業内容について             

１） 授業内容 

   ・くらしを支える公共交通          

   ・交通すごろくゲームデモ 

３）授業の評価（アンケート内容） 

 

 

【配付資料】 

   ・会次第、配席図 

    ・資料１：授業内容 

    ・資料２：評価方法の検討 

 ・参考資料１：くらしを支える公共交通（生徒用） 

 ・参考資料２：くらしを支える公共交通（教員用） 

・参考資料３：交通すごろく説明書 

・参考資料４：浦添市モビリティ・マネジメント教育推進委員会設置要綱 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 第８回委員会の様子 
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（3）第９回委員会 

 

【開催概要】 

日 時 令和４年３月１６日（水） １０：００～１１：３０ 

会  場 浦添市役所６階 601会議室 

出席委員 野口広之委員、宮平敦委員、與座辰彦委員、知念みち子委員、日高聡委員 

荻堂盛嗣委員、狩俣直美委員、田中浩三委員 

事 務 局  浦添市都市計画課、浦添市学校教育課 

議 事 １ 開会 

２ 報告事項  

① 今年度実施した授業について 

② 令和４年度スケジュール（仮）について 

 

 

【配付資料】 

   ・会次第、配席図 

    ・資料１：今年度実施した授業について 

    ・資料２：令和４年度スケジュール（仮）について 

 ・参考資料１：浦添市モビリティ・マネジメント教育推進委員会設置要綱 
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５－２ 交通すごろく説明書 

 本年度作成した交通環境学習プログラム（交通すごろく）の説明用スライドを以下に示す。 
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浦添市モビリティ・マネジメント教育推進委員会 

（第 7回委員会） 

 

日 時：令和 3 年 11 月 11 日（木） 

14：00～15：00  

場 所：浦添市役所 601 会議室  

 

 

会 次 第 

 

 

1. 開 会 

 

2. 委員の変更について 

 

3. 議 事 

① 過年度の授業概要及び課題について ・・・・・・・・・・・資料 1 

② 令和 3 年度の実施方針について   ・・・・・・・・・・・資料 2 

 

4. その他 

沖縄県の学校教育 MM に関する取組みの紹介  ・・・・・・・・・資料 3 

  

 

 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

【配布資料】 

 ・会次第、配席図 

 ・資 料 １：過年度の授業概要及び課題 

・資 料 ２：令和 3 年度の実施方針について  

・資 料 ３：TDM 施策推進アクションプログラム浦添地区 MM エリアの説明 

・参考資料１：浦添市モビリティ・マネジメント教育推進委員会設置要綱 
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資料１︓過年度の授業概要及び課題について

浦添市モビリティ・マネジメント教育推進委員会
（第7回委員会）
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2

宮城⼩学校での授業概要
モデル校/学年 宮城⼩学校/４年⽣

取組みの⽬標
・浦添市や⾝近な交通の特徴を知ると同時に、渋滞や環境⾯の課題について考えてもらう。
・ICT教材を⽤いた「交通すごろく」の実践を通じて、社会的ジレンマ（渋滞の疑似体験

等）を感じてもらい、他者や社会全体に配慮した移動について考えてもらう。

使⽤教材 ➀公共交通について（PPT形式)
②交通すごろくルール（PPT形式）

他使⽤機材等 インタラクティブボード（電⼦⿊板）、パソコン（インターネット環境）
iPad

実施教科 社会科

学習⽅法 座学、体験学習

時数 2

4



使⽤教材
◆くらしを⽀える公共交通

◆交通すごろく

3
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授業構成

4

２コマ（90分）での授業を実施

予定 実施

30 45

・渋滞の問題（⾃動⾞が増えた）
・公共交通って何？
・環境の問題（⼆酸化炭素排出量）
・モノレール＆バスクイズ
・バスがなくなると
・どっちがいいの？
・交通すごろくゲーム説明

スライド

15 10
交通すごろくゲーム（1回⽬）
・誰が１番早くゴールできるかな？
（みんなで競争です）

ゲーム

10 5
ふりかえり（ジレンマの確認）
・⼆酸化炭素排出量別の評価
・⾞カードの枚数別（渋滞回数）の評価

スライド

15 10
交通すごろくゲーム（2回⽬）
・⼆酸化炭素を抑えてみんなが早くゴールしよう！

ゲーム

10 10
ふりかえり（効果の確認）
・⼆酸化炭素排出量別の評価
・⾞カードの枚数別（渋滞回数）の評価

スライド

10 10 ・ひとりひとりが社会のためにできることを考えよう スライド

時間配分
使⽤教材内容

基本学習

体験学習

まとめ（スライド）

座学の様子 交通すごろく（１回目）

交通すごろく（２回目） 結果を考察している様子

6



事前アンケート 事後アンケート
Q1 今までバスやモノレールに乗ったことはありますか? Q1 公共交通の授業は楽しかったですか?

Q2 バスとモノレールのどちらに乗りましたか? Q2 公共交通が⼤切なことがわかりましたか?

Q3 今までで⼀番誰とバスやモノレールに乗ったことがありますか? Q3 クルマばかり利⽤すると、環境や渋滞にあたえる影響についてわかりましたか?

Q4 最近１週間でバスやモノレールを何回乗りましたか? Q4 クルマばかり利⽤すると、健康や福祉にあたえる影響についてわかりましたか?

Q5 バスやモノレールを利⽤した理由を教えて下さい? 最近1週間で何回クルマに乗って学校へ通学しましたか?（朝）

Q6 バスやモノレールに乗ってみたいですか? 最近1週間で何回クルマに乗って学校へ通学しましたか?（⼣）

最近1週間で何回クルマに乗って学校へ通学しましたか?（朝） Q6 最近1週間で何回クルマに乗って外出しましたか?

最近1週間で何回クルマに乗って学校へ通学しましたか?（⼣） Q7 最近1週間でバスやモノレールに乗りましたか?

Q8 クルマに乗って通学したのはなぜですか? Q8 「できるだけ、環境に優しい移動」を⼼がけようと思いますか?

Q9 最近1週間で何回クルマに乗って外出しましたか? Q9 「できるだけ、健康によい移動」を⼼がけようと思いますか?

Q10 「クルマでの移動」は好きですか? Q10 「できるだけ、⼈にやさしい移動」を⼼がけようと思いますか?

Q11 「できるだけ、環境に優しい移動」を⼼がけようと思いますか? Q11 「できるだけ、バスを利⽤」しようと思いますか?

Q12 「できるだけ、健康によい移動」を⼼がけようと思いますか? Q12 「クルマにあまりたよらない⽣活」にしたいと思いますか?

Q13 「できるだけ、⼈にやさしい移動」を⼼がけようと思いますか?

Q14 「できるだけ、バスを利⽤」しようと思いますか?

Q15 「クルマにあまりたよらない⽣活」にしたいと思いますか?

Q7

Q5

アンケート調査実施
交通環境学習実施前のアンケート結果や実施前後のアンケート
結果を⽐較し、授業を受けることによる児童の意識変化を確認した。

については前後共通の質問

5
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アンケート結果（抜粋）

6
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（2）最近１週間での車の通学について（朝×夕）

問7（事前）：最近１週間で何回クルマに乗って学校へ通学しましたか？

• 車での通学について朝夕両方の回答を組わせてみると、朝夕共に毎日クルマ通学をしている
生徒は6人（約5％）であった。

• また、朝夕いずれか1回以上クルマ通学をした生徒は55人（約43％）となっている。

0回 1回 2～3回 4回 毎日 総計

0回 72 6 1 2 1 82

1回 12 1 1 14

2～3回 5 5

4回 1 3 4

毎日 13 1 1 1 6 22

総計 103 11 2 3 8 127

夕

朝

クルマ通学
回数

7
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（3）車による通学理由について

親が送ってくれ

るといったから

44%

親に送ってほし

いとお願いした

19%

なんとなく（い

つも送っても

らっているか

ら）

37%

（N=52）

・車での通学理由について、「親が送ってくれるといった」が44％と最も多く、次いで「いつも
送ってもらっているから」が37％、「親に送って欲しいとお願いした」が19％となっている。

問8（事前）：車に乗って通学したのはなぜですか？

8

1
0



（3）車による通学理由について

• 「親が送ってくれると言ったから」と回答した生徒のクルマ通学回数は1回／週が最も多い。
• 毎日クルマ通学している生徒の多くが送迎理由として「なんとなく」と回答している。
• 送迎理由やきっかけなどは不明だがクルマによる送迎が「習慣化」している様子が伺える。

問7（事前）問8（事前）：クルマ通学回数×クルマ通学理由

1回 2～3回 4回 毎日 総計

親が送ってくれるといったから 10 1 3 3 17

親に送ってほしいとお願いした 3 3 3 9

なんとなく（いつも送ってもらっているから） 1 1 16 18

総計 13 5 4 22 44

1回 2～3回 4回 毎日 総計

親が送ってくれるといったから 6 1 1 1 9

親に送ってほしいとお願いした 1 2 3

なんとなく（いつも送ってもらっているから） 1 1 1 5 8

総計 8 2 2 8 20

朝
車による通学理由

夕
車による通学理由

9
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共通アンケート結果

10

意識の変化は⾒られたが、⾏動の変化までは⾒られなかった。

共通アンケート 意識・⾏動の変化

最近1週間でバスやモノレールを何回乗りましたか︖ 変化なし

最近1週間で何回クルマに乗って学校へ通学しましたか︖ 変化なし

最近1週間で何回クルマに乗って外出しましたか︖ 変化なし

「できるだけ、環境にやさしい移動」を⼼がけようと思いますか︖ 24pt増加

「できるだけ、健康によい移動」を⼼がけようと思いますか︖ 13pt増加

「できるだけ、⼈にやさしい移動」を⼼がけようと思いますか︖ 16pt増加

「できるだけ、バスを利⽤」しようと思いますか︖ 45pt増加

「クルマにあまりたよらない⽣活」にしたいと思いますか︖ 18pt増加

1
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授業実施後のアンケート（⾃由記述）
公共交通について感じたこと
・公共交通は環境にもいいしじゅうたいとかなくなるけど⾞をつかっている⼈が
多いので、⾃分も⾞だけを使わずに、バスとか歩いたりしてかんきょうにもよく、
じゅうたいとか、じこもなくしたいです。

・公共交通は障害者や運転ができない⼈などの役に⽴っていると思いました、
なぜなら障害者で⾜が不⾃由だったら、遠いところまで⾏けないし、運転がで
きない⼈は、歩きか⾃転⾞で⾏かないといけないからです。

・公共交通でバスや⾞はどっちかだけ使うんじゃなくてバランスよく使えばいいと
いうことがわかりました。

→渋滞の発⽣に関する理解

→公共交通利⽤が交通弱者の補助となることへの理解

→⾞の過度な利⽤による環境への影響の理解

→賢い⾞移動による環境や健康への理解

交通すごろくについて感じたこと
・クルマで⾏くと早いけど、CO2が多くて、バスで⾏くとCO2が少ないけど遅いか
らどっちで⾏こうか迷ったけど、最初はバスだけで⾏った。クルマで⾏くと渋滞す
るかもしれないから

・⾞もつかいすぎて渋滞が２回ぐらい起こった。バスもクルマも使ったほうがいい
と思った。

・⾞をえらんだ⼈が多ければ渋滞になったり事故も多くなったり、⼆酸化炭素
も多く出てしまうことがわかり、びっくりしました。

・交通すごろくは楽しかったけど、⼆酸化炭素の多さなどで順位が決まるまる
のでバスをたくさん使うとあまり進めないけど⾞をたくさんの⼈が使うと交通渋滞
が起きてあまり進めなくなるので、バスのような公共交通を使っていきたいなと
思いました。

→⾞の過度な利⽤による渋滞の疑似体験

→公共交通の利⽤による賢い移動の理解

→ICT教材により⾃⾝の⾏動を振り返りながらの賢い移動の理解

→公共交通利⽤による環境負荷軽減に理解

11
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アンケート結果（属性別）

環境及び賢い移動に関する意⾒が多い結果となった。
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結果（まとめ）
・⾞の過度な利⽤が環境へ影響を及ぼすことについての感想や公共交通の使い分け等「賢い移動」につい
ての意⾒が多い結果となった。
また、「渋滞」についての感想は多くはなかったものの、内容としては、過度な⾞利⽤が渋滞を発⽣させると

いう感想であった。

⇒過度な⾞利⽤が渋滞を発⽣させるというメカニズムや環境へ与える影響を理解し、それらを軽減するた
めに積極的な公共交通利⽤を含め賢い移動が必要であるということについて理解できている。
⼀⽅で公共交通を利⽤しないということが公共交通衰退に繋がるということや、それが福祉⾯に与える

影響についての理解度は⼗分ではないと考えられる。

13
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資料２︓令和3年度の実施⽅針について

浦添市モビリティ・マネジメント教育推進委員会
（第7回委員会）
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環  境 渋  滞 福  祉
過度な⾞利⽤による環境
への影響の理解

過度な⾞利⽤による渋滞
への影響の理解

公共交通衰退による交通
弱者への影響の理解

取組み⽬標
・浦添市や⾝近な交通の特徴を知ると同時に、渋滞や環境⾯の課題について考えてもらう。
・ICT教材を⽤いた「交通すごろく」の実践を通じて、社会的ジレンマ（渋滞の疑似体験
　等）を感じてもらい、他者や社会全体に配慮した移動について考えてもらう。

本事業における学習テーマ
学習テーマは浦添市における地域特性・交通状況を踏まえ、環境や地域にとって望ま

しい交通⾏動の実施へ繋がる学習テーマとする。
本事業では以下の３つを学習テーマとして設定している。

2
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令和元年度 令和２年度 令和３年度

授業内容・教材の検討

授業実施（1校）

課題の抽出・整理

学習の評価

授業内容・教材の
検討・改良

授業実施（1校）

課題の抽出・整理

学習の評価

授業教材の改良

授業実施（2校）

課題の抽出・整理

学習の評価

交通環境学習
テキスト作成

浦添市副読本

内容活⽤

交通環境学習
テキスト改良

浦添市副読本
（改定）

内容連携

交通環境学習
テキスト完成

＋
副読本

事業実施フロー

3
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4

授業概要
対象校/学年 宮城⼩学校・神森⼩学校/４年⽣

取組みの⽬標
・浦添市や⾝近な交通の特徴を知ると同時に、渋滞や環境⾯の課題について考えてもらう。
・ICT教材を⽤いた「交通すごろく」の実践を通じて、社会的ジレンマ（渋滞の疑似体験

等）を感じてもらい、他者や社会全体に配慮した移動について考えてもらう。

使⽤教材 ➀公共交通について（PPT形式)
②交通すごろくルール（PPT形式）

他使⽤機材等 インタラクティブボード（電⼦⿊板）、パソコン（インターネット環境）
iPad

実施教科 社会科

学習⽅法 座学、体験学習（交通すごろく）

時数 2

2
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授業構成

5

2コマ（90分）での授業を実施
時間
配分

内容 使⽤教材

45

・渋滞の問題（⾃動⾞が増えた）
・公共交通って何？
・環境の問題（⼆酸化炭素排出量）
・モノレール＆バスクイズ
・バスがなくなると
・どっちがいいの？
・交通すごろくルール説明

スライド

10
交通すごろくゲーム（1回⽬）
・誰が１番早くゴールできるかな？
（みんなで競争です）

ゲーム

5
ふりかえり（ジレンマの確認）
・⼆酸化炭素排出量別の評価
・⾞カードのコマ数別（渋滞回数）の評価

スライド

10
交通すごろくゲーム（2回⽬）
・⼆酸化炭素を抑えてみんなが早くゴールしよう！
（チームで相談してもかまいません）

ゲーム

10
ふりかえり（効果の確認）
・⼆酸化炭素排出量別の評価
・⾞カードのコマ数別（渋滞回数）の評価

スライド

10 ・ひとりひとりが社会のためにできることを考えよう スライド

基本学習

体験学習

まとめ（スライド）
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昨年度抽出された課題
児童の意識・⾏動変化について

意識変化だけではなく⾏動変化を促す

交通すごろく（ICT）について
交通すごろくに福祉的コンテンツ追加の検討
交通すごろくルールのカスタマイズ機能の導⼊
すごろくプログラム操作の簡略化（教員向け）

6
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児童の意識・⾏動変化について
意識変化だけではなく⾏動変化も⽬標とする

親⼦で授業を受けることにより⾏動変化が⾒られるかを検証
7

・⾞での通学（家→学校）について、約35％の児童が通学時にクルマを利⽤し、約65％が徒歩で通学している。
・授業実施前と実施後では⼤きな変化は⾒られない。

2
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交通すごろく（ICT）について
交通すごろくに福祉的コンテンツ追加の検討
交通すごろくルールのカスタマイズ機能の導⼊
すごろくプログラム操作の簡略化（教員向け）

8
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交通すごろくプログラム改良
令和元年度仕様

➀移動⼿段選択

②進めるマスの確認

➂コマの移動

電⼦⿊板では全グループの状況を表⽰

9
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交通すごろくプログラム改良
令和２年度仕様【タブレット】

⾃分が何ターン⽬にどの
移動⼿段を選択したかを
表⽰

渋滞が発⽣した際に渋滞発⽣の表⽰

10

2
6



交通すごろくプログラム改良
令和２年度仕様【電⼦⿊板モニター】

ゲーム進⾏中 ゲーム終了後

➂各項⽬でのランキング付けを⾏う

➀

②

➂

➀リアルタイムで各チームの順位を表⽰
※指標については今後⽤検討
※ゲーム1回⽬は⾮表⽰（よりリアルな⾏動を促すため）

②全グループの状況を表⽰ 11

2
7



交通すごろくプログラム改良
令和3年度仕様（案）

12

◆福祉的要素の追加（案）
バス利⽤の回数に応じて
「公共交通の元気度」などの表⽰を最終結果
で表⽰する

バスを利⽤した場合、⾼齢者からの
「ありがとう」などの表⽰をする

◆すごろくルール設定のカスタマイズ（案）
バス選択回数の制限
→交通が不便な地域での移動の疑似体験
→過度な⾞利⽤により公共交通が衰退して

しまった地域での移動の疑似体験

公共交通
元気満タン

2
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今後のスケジュール

13

年
度

2021年
7⽉

2021年
8⽉

2021年
9⽉

2021年
10⽉ 2021年11⽉ 2021年12⽉ 2022年1⽉ 2022年2⽉ 2022年3⽉

浦
添
市

副
読
本

備
考

副読本改定済み

第7回委員会
・令和3年度⽅針

第8回委員会
・授業内容の確認

（1⽉上旬）

第9回委員会
・授業内容の評価

授業実施
・宮城⼩学校 1⽉中旬
・神森⼩学校 １⽉下旬

担当教員調整
・授業内容確認
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浦添市モビリティ・マネジメント教育推進委員会設置要綱 

 

（設置） 

第1条 この会の名称は、浦添市モビリティ・マネジメント教育推進委員会（以下

「委員会」という）とする。 

 （目的） 

第2条 委員会は、浦添市内小学校でのモビリティ・マネジメント教育の継続的な実

施に向け、子どもたちの個人の利便性だけではなく、社会的な影響に配慮し

た行動をする意識の形成を目的とし、意識の形成に寄与するカリキュラムや

教材等の仕組みづくりの検討を行うため関係者が一丸となって取り組むこと

とする。 

 

 （検討事項） 

第3条 委員会の検討事項は次の通りとする。 

（1）浦添市内小学生交通環境学習の学習内容（ＩＣＴ活用） 

（2）浦添市内小学生交通環境学習の教材（ＩＣＴ活用） 

（3）浦添市内小学生交通環境学習の実施手法 

（4）その他浦添市小学生交通環境学習の推進に関し必要な事項 

 

 （組織） 

第4条 委員会は委員 10名以内で組織する。 

2 委員は、次に掲げる者とする。 

（1）学識経験者 

（2）学校・教育関係者 

（3）市民団体 

（4）行政機関の職員 

（5）その他協議会の運営上必要と認められる者 

3 委員の任期は、3 年とする。ただし、補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とす

る。 

4 委員は、再任されることができる。  

 

 （委員長等） 

第5条 委員会には委員長を置き、学識経験者を委員長とする、副委員長は主宰者で

ある浦添市の中からこれを定める。 

参考資料 
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2 委員長は、委員会を代表し、会務を総理する。 

3 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるとき、又は委員長が欠けたとき

は、その職務を代行する。 

 （会議） 

第6条 委員会の会議は委員長が招集し、その議長となる。 

２ 委員会の会議は、委員（代理人を含む）の過半数の出席がなければ、開くことが

できない。 

３ 委員会の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは議長の決するとこ

ろによる。 

４ 議長は、必要があると認めるときは、委員以外の者を会議に出席させ、その意見

を聴くことができる。 

５ 前項に定めるもののほか、会議の運営に関し必要な事項は、会長が別に定める。 

 （庶務） 

第7条 委員会の庶務は、都市建設部都市計画課において処理する。 

 （雑則） 

第8条 この要綱に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は別途協議す

るものとする。 

 

 附 則 

 この要綱は、令和元年12月12日から施行する。 
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浦添市モビリティ・マネジメント教育推進委員会委員名簿 

 

 
 

 所属・役職名 氏名 

学識経験者 浦添市分散型エネルギー株式会社 代表取締役社長 野口 広之 

学校・教育関係 神森小学校 校長 狩俣 直美 

市民団体 浦添市 PTA 連合会 会長  荻堂 盛嗣 

行政機関 浦添市立教育研究所 所長 田中 浩三 

行政機関 都市計画課 課長 宮平 敦 

行政機関 道路課 課長 與座 辰彦 

行政機関 市民生活課 課長 知念 みち子

行政機関 学校教育課 指導監 日高 聡 
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浦添市モビリティ・マネジメント教育推進委員会 

（第 8回委員会） 

 

日 時：令和 4 年 1 月 17 日（月） 

10：00～11：30  

場 所：浦添市役所 601 会議室  

 

 

会 次 第 

 

 

1. 開 会 

 

2. 議 事  

① 今年度の授業内容について             

1）授業内容                  資料１ 

・くらしを支える公共交通 

・交通すごろくゲームデモ          

2）授業の評価（アンケート内容）        資料２ 

 

 

 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

【配布資料】 

 ・会次第、配席図 

 ・資 料 １：授業内容 

 ・資 料 ２：評価方法の検討 

・参考資料１：くらしを支える公共交通（生徒用） 

・参考資料２：くらしを支える公共交通 （教員用) 

・参考資料３：交通すごろく説明書 

・参考資料４：浦添市モビリティ・マネジメント教育推進委員会設置要綱 
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出入口

令和４年１月17日(月)

出欠

○

○

出入口 ×

×

○

〇

×

〇

神森小学校　校長

浦添市分散型エネルギー株式会社　代表取締役社長

所　　　属 氏　　名

日高　聡

知念　みち子

與座　辰彦

宮平　敦

田中　浩三

荻堂　盛嗣

学校教育課　指導監

市民生活課　課長

道路課　課長

都市計画課　課長

浦添市立教育研究所　所長

浦添市PTA連合会　会長

浦添市モビリティ・マネジメント教育推進委員会（第８回委員会）

配席図

　　日　時：令和４年１月１７日（月）
　　　　　　　　　　　　10：00～11：30
　　場　所：浦添市役所　６０１会議室

狩俣　直美

野口　広之

【出席者名簿】

都市計画課長
宮平 敦

神森小学校 校長
狩俣 直美

事務局 プロ
ジェク

委員長
野口 広之

学校教育課 指導監
日高 聡

道路課長
與座 辰彦

PC
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資料１︓今年度の授業内容について

浦添市モビリティ・マネジメント教育推進委員会
（第８回委員会）
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2

授業概要
対象校/学年 宮城⼩学校・神森⼩学校/４年⽣

取組みの⽬標
・浦添市や⾝近な交通の特徴を知ると同時に、渋滞や環境⾯の課題について考えてもらう。
・ICT教材を⽤いた「交通すごろく」の実践を通じて、社会的ジレンマ（渋滞の疑似体験
等）を感じてもらい、他者や社会全体に配慮した移動について考えてもらう。

使⽤教材 ➀公共交通について（PPT形式)
②交通すごろく

他使⽤機材等 プロジェクター、PC教室タブレット

実施教科 社会科

学習⽅法 座学、体験学習（交通すごろく）

時数 2

実施予定⽇ 宮城⼩学校︓令和４年１⽉26⽇（⽔）、令和４年１⽉28⽇（⾦）
神森⼩学校︓令和４年１⽉31⽇（⽉）、令和４年２⽉１⽇（⽕）
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授業構成

3

2コマ（90分）での授業を実施
時間
配分 内容 使⽤教材

45

・渋滞の問題（⾃動⾞が増えた）
・公共交通って何？
・環境の問題（⼆酸化炭素排出量）
・モノレール＆バスクイズ
・バスがなくなると
・どっちがいいの？
・交通すごろくルール説明

スライド

10
交通すごろくゲーム（1回⽬）
・誰が１番早くゴールできるかな？
（みんなで競争です）

ゲーム

5
ふりかえり（ジレンマの確認）
・⼆酸化炭素排出量別の評価
・⾞カードのコマ数別（渋滞回数）の評価

スライド

10
交通すごろくゲーム（2回⽬）
・⼆酸化炭素を抑えてみんなが早くゴールしよう！
（チームで相談してもかまいません）

ゲーム

10
ふりかえり（効果の確認）
・⼆酸化炭素排出量別の評価
・⾞カードのコマ数別（渋滞回数）の評価

スライド

10 ・ひとりひとりが社会のためにできることを考えよう スライド

基本学習

体験学習

まとめ（スライド）

5
2
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効果検討手法の検討 

  学校教育 MM 実施による効果を把握する手法について検討を行う。 

  また、検討した手法を用いて、今回実施した学校教育 MM の効果を把握する。 

評価方法の検討 

(1) 評価方法 

  MM 施策評価のためのガイドライン（㈳土木学会・土木計画学研究委員会、日本モビリティ・

マネジメント会議（JCOMM）実行委員会、平成 22 年 1 月 15 日）を参考に施策の評価検討を

行う。 

  下表より、｢事後対統制群比較｣及び｢事後対推定 witout 比較｣による評価方法は、同学年で学

校教育 MM の受けるグループと受けないグループが発生することから、授業対象の学年に公

平な授業を行うことが困難であることから、今回の評価方法として｢事前事後比較｣を行うも

のとする。 

 

表 3-3  施策評価方法1 

 

 

 

 

 

                                                      
1 MM 施策評価のためのガイドライン（㈳土木学会・土木計画学研究委員会、日本モビリティ・マネジメント会議（JOCMM）

実行委員会、平成 22 年 1 月 15 日） 

資料２ 
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2 

(2) アンケート作成 

  今回の授業の評価（事前事後比較）を行う目的として、アンケートの作成を行う。 

  アンケートは、学校教育 MM を受ける 1 週間前及び 1 週間後に実施する。 

  その他、学校教育 MM を受けての感想を把握する為のアンケート（教員用、児童用）を作成

する。 
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〈はじめに〉

このアンケートは、あなたの移動について、きくものです。

次のQ1～Q１５の質問について、あてはまるものを１つだけ選んで、〇（まる）をつけてください。

〈質問
しつもん

〉

Q１.今まで、バスやモノレールに乗ったことはありますか？

■下のQ２～Q３は、Q1で「ある」とこたえた人への質問です。

Q２：バスとモノレールのどちらに乗りましたか？　（バスは遠足でのるバス以外で答えてね）

Q3：最近１週間で、バスやモノレールを何回乗りましたか？

■下のQ４は、Q1で「ない」とこたえた人への質問です。

■Q５からは、みなさんへの質問です。

Q５：最近１週間で何回クルマに乗って学校へ通学しましたか？

Q６：Q４で１回でもクルマで通学したと答えたひとへの質問です。

Q７：歩きで学校に通学するときに、感じることはどれですか。

Q４：バスやモノレールに乗ってみたいですか？

クルマに乗って通学したのはなぜですか？

当てはまるものすべてに〇をつけてください

移動
いどう

に関
かん

するアンケート　　４年
ねん

　 　組
くみ

　 　番
ばん

　名前
なまえ

：ある

：とても乗りたい：乗りたい：乗りたくない

：バスとモノレール両方 ：バス ：モノレール

：ない

朝 （家→学校）

夕 （学校→家）

：０回 ：１～2回 ：3回 ：4回 ：5回

：０回 ：１～2回 ：3回 ：4回 ：5回

：おうちの人が送ってくれると言ったから ：おうちの人に送ってほしいとお願いしたから

：なんとなくいつも送ってもらっているから

：環境にやさしい

：他の人を事故に巻き込まない

：歩きながら友だちといっしょに話ができる

：思った時間に学校に着く

：歩くのがきつい

：雨の日や暑い日が大変

：事故がこわい

：知らない人に話しかけられるのがこわい

アンケートはうら面につづくよ→

：０回 ：１～2回 ：３回 ：4回 ：5回以上

 

事前用
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Q８：地球がだんだん温かくなっていることを知っていますか。

Q９：今よりもっと地球が温かくなるとどのようなことが起こると思いますか。

当てはまるものすべてに〇をつけてください

Q１０：下の交通手だんのうち、２００人で移動するとき、いちばん地球によくないと思うのはどれですか。

Q１１：「できるだけ、環境にやさしい移動」を心がけようと思いますか？

Q１２：「できるだけ、健康
けんこう

に良い移動」を心がけようと思いますか？

Q１３：「できるだけ、人にやさしい移動」を心がけようと思いますか？

Q１４：「できるだけ、バスを利用」しようと思いますか？

Q１５：「クルマにあまりたよらない生活」を心がけようと思いますか？

当てはまるもの１つに〇をつけて下さい。

：知っている ：知らない

：北極の氷がとけてホッキョクグマがいなくなる

：海のサンゴがいなくなる

：温かくなると雨や台風が強くなる

：農作物が育たなくなり、食べ物がなくなる

：歩き・自転車

：ガソリンで動くクルマ（２人乗り）

：ガソリンで動くバス（４０人乗り）

：モノレール（80人乗り）

：飛行機（200人乗り）

：わからない

ぜんぜん思わない どちらともいえない とてもそう思う

ぜんぜん思わない どちらともいえない とてもそう思う

ぜんぜん思わない どちらともいえない とてもそう思う

ぜんぜん思わない どちらともいえない とてもそう思う

ぜんぜん思わない どちらともいえない とてもそう思う

アンケートはこれで終わりです。ありがとうございました。

57



5 

〈はじめに〉

このアンケートは、あなたの移動について、きくものです。

次のQ1～Q１4の質問について、あてはまるものを１つだけ選んで、〇（まる）をつけてください。

〈質問
しつもん

〉

Q１.公共交通の授業は楽しかったですか？

Q２：公共交通が大切なことがわかりましたか？

Q３：最近１週間で何回クルマに乗って学校へ通学しましたか？

Q４：最近１週間で、バスやモノレールを何回乗りましたか？

Q５：歩きで学校に通学するときに、感じることはどれですか。

Q６：地球がだんだん温かくなっていることを知っていますか。

Q７：今よりもっと地球が温かくなるとどのようなことが起こると思いますか。

当てはまるものすべてに〇をつけてください

当てはまるものすべてに〇をつけてください

移動
いどう

に関
かん

するアンケート　　４年
ねん

　 　組
くみ

　 　番
ばん

　名前
なまえ

：すごくつまらなかった

朝 （家→学校）

夕 （学校→家）

：０回 ：１～2回 ：3回 ：4回 ：5回

：０回 ：１～2回 ：3回 ：4回 ：5回

：環境にやさしい

：他の人を事故に巻き込まない

：歩きながら友だちといっしょに話ができる

：思った時間に学校に着く

：歩くのがきつい

：雨の日や暑い日が大変

：事故がこわい

：知らない人に話しかけられるのがこわい

：知っている ：知らない

：北極の氷がとけてホッキョクグマがいなくなる

：海のサンゴがいなくなる

：温かくなると雨や台風が強くなる

：農作物が育たなくなり、食べ物がなくなる

アンケートはうら面につづくよ→

：つまらなかった ：どちらでもない

：楽しかった ：とても楽しかった

：全く分からなかった ：あまり分からなかった

：あまり分からなかった

：どちらでもない

：あまり分からなかった

：０回 ：１～2回 ：３回 ：4回 ：5回以上

 

事後用
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Q８：下の交通手だんのうち、２００人で移動するとき、いちばん地球によくないと思うのはどれですか。

Q９：クルマばかり利用すると社会ではどのようなことが起こりますか？

Q１０：「できるだけ、環境にやさしい移動」を心がけようと思いますか？

Q１１：「できるだけ、健康
けんこう

によい移動」を心がけようと思いますか？

Q１２：「できるだけ、人にやさしい移動」を心がけようと思いますか？

Q１３：「できるだけ、バスを利用」しようと思いますか？

Q１４：「クルマにあまりたよらない生活」を心がけようと思いますか？

当てはまるもの１つに〇をつけて下さい。

当てはまるものすべてに〇をつけて下さい。

：歩き・自転車

：ガソリンで動くクルマ（２人乗り）

：ガソリンで動くバス（４０人乗り）

：モノレール（80人乗り）

：飛行機（200人乗り）

：わからない

ぜんぜん思わない どちらともいえない とてもそう思う

ぜんぜん思わない どちらともいえない とてもそう思う

ぜんぜん思わない どちらともいえない とてもそう思う

ぜんぜん思わない どちらともいえない とてもそう思う

ぜんぜん思わない どちらともいえない とてもそう思う

アンケートはこれで終わりです。ありがとうございました。

：バスなくなって、車を運転できないおじいちゃんやおばあちゃんが困る

：体が弱くなって病気になりやすくなる

：地球温暖化がおこる
ちきゅうおんだんか

：渋滞がおこる
じゅうたい

：交通事故がふえる
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 授業後用
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教員用
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浦添市モビリティ・マネジメント教育推進委員会 

（第 9 回委員会） 

 

日 時：令和 4 年 3 月 16 日（水） 

10：00～11：30  

場 所：浦添市役所 601 会議室  

 

 

会 次 第 

 

 

1. 開 会 

 

2. 報告事項  

① 今年度実施した授業について 

② 令和４年度スケジュール（仮）について 

 

 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

【配布資料】 

 ・会次第、配席図 

 ・資 料 １：今年度実施した授業について 

 ・資 料 ２：令和４年度スケジュール（仮）について 

・参考資料１：浦添市モビリティ・マネジメント教育推進委員会設置要綱 
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出入口

令和４年３月16日(水)

出欠

○

○

出入口 ○

○

○

〇

○

〇

神森小学校　校長

浦添市分散型エネルギー株式会社　代表取締役社長

所　　　属 氏　　名

日高　聡

知念　みち子

與座　辰彦

宮平　敦

田中　浩三

荻堂　盛嗣

学校教育課　指導監

市民生活課　課長

道路課　課長

都市計画課　課長

浦添市立教育研究所　所長

浦添市PTA連合会　会長

浦添市モビリティ・マネジメント教育推進委員会（第９回委員会）

配席図

　　日　時：令和４年３月１６日（水）
　　　　　　　　　　　　10：00～11：30
　　場　所：浦添市役所　６０１会議室

狩俣　直美

野口　広之

【出席者名簿】

都市計画課長
宮平 敦

神森小学校 校長
狩俣 直美

浦添市PTA連合会
会長 荻堂 盛嗣

事務局

浦添市教育研究所
所長 田中 浩三

プロ
ジェク

委員長
野口 広之

市民生活課 課長
知念みち子

学校教育課 指導監
日高 聡

道路課長
與座 辰彦

PC
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資料１︓今年度実施した授業について

浦添市モビリティ・マネジメント教育推進委員会
（第９回委員会）

6
4



2

授業概要
対象校/学年 宮城⼩学校・神森⼩学校/４年⽣

取組みの⽬標
・浦添市や⾝近な交通の特徴を知ると同時に、渋滞や環境⾯の課題について考えてもらう。
・ICT教材を⽤いた「交通すごろく」の実践を通じて、社会的ジレンマ（渋滞の疑似体験
等）を感じてもらい、他者や社会全体に配慮した移動について考えてもらう。

使⽤教材 ➀公共交通について（PPT形式)
②交通すごろく

他使⽤機材等 プロジェクター、PC教室タブレット

実施教科 社会科

学習⽅法 座学、体験学習（交通すごろく）

時数 2

実施⽇ 宮城⼩学校︓令和４年２⽉14⽇（⽉）、令和４年２⽉16⽇（⽔）
神森⼩学校︓令和４年２⽉15⽇（⽕）、令和４年２⽉17⽇（⽊）

6
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授業内容及び授業の様⼦について

3

2コマ（45分×2）での授業を実施
時間
配分

内容 使⽤教材

45

・渋滞の問題（⾃動⾞が増えた）
・公共交通って何？
・環境の問題（⼆酸化炭素排出量）
・モノレール＆バスクイズ
・バスがなくなると
・どっちがいいの？
・交通すごろくルール説明

スライド

10
交通すごろくゲーム（1回⽬）
・誰が１番早くゴールできるかな？
（みんなで競争です）

ゲーム

5
ふりかえり（ジレンマの確認）
・⼆酸化炭素排出量別の評価
・⾞カードのコマ数別（渋滞回数）の評価

スライド

10
交通すごろくゲーム（2回⽬）
・⼆酸化炭素を抑えてみんなが早くゴールしよう！
（チームで相談してもかまいません）

ゲーム

10
ふりかえり（効果の確認）
・⼆酸化炭素排出量別の評価
・⾞カードのコマ数別（渋滞回数）の評価

スライド

10 ・ひとりひとりが社会のためにできることを考えよう スライド

基本学習

体験学習

まとめ（スライド）
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授業内容及び授業の様⼦について（宮城⼩学校）

4

座学の様子① 交通すごろく（1回目）

すごろくのふり返り 交通すごろく（2回目） 授業全体のふり返り

座学の様子②

6
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授業内容及び授業の様⼦について（神森⼩学校）

5

座学の様子① 交通すごろく（1回目）

すごろくのふり返り 交通すごろく（2回目） 授業全体のふり返り

座学の様子②

6
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6

交通環境学習実施前のアンケート結果や実施前後のアンケート
結果を比較し、授業を受けることによる児童の意識変化を確認した。

授業前アンケート：授業実施一週間前

授業後アンケート：授業実施一週間後

アンケート調査

6
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7

アンケート項目
は事前事後共通の質問

事前アンケート 事後アンケート
Q1 今までバスやモノレールに乗ったことはありますか? Q1 公共交通の授業は楽しかったですか?

Q2 バスとモノレールのどちらに乗りましたか? Q2 公共交通が⼤切なことがわかりましたか?

Q3 最近１週間でバスやモノレールを何回乗りましたか? 最近1週間で何回クルマに乗って学校へ通学しましたか?（朝）

Q4 バスやモノレールに乗ってみたいですか? 最近1週間で何回クルマに乗って学校へ通学しましたか?（⼣）

最近1週間で何回クルマに乗って学校へ通学しましたか?（朝） Q4 最近1週間でバスやモノレールに乗りましたか?

最近1週間で何回クルマに乗って学校へ通学しましたか?（⼣） Q5 歩きで学校に通学する時に感じることはどれですか︖

Q6 クルマに乗って通学したのはなぜですか? Q6 地球がだんだん温かくなっていることを知っていますか︖

Q7 歩きで学校に通学する時に感じることはどれですか︖ Q7 今よりもっと地球が温かくなるとどのようなことが起こると思いますか︖

Q8 地球がだんだん温かくなっていることを知っていますか︖ Q8 200⼈で移動するとき、いちばん地球によくないと思うことはどれですか︖

Q9 今よりもっと地球が温かくなるとどのようなことが起こると思いますか︖ Q9 クルマばかり利⽤すると社会ではどのようなことが起こりますか︖

Q10 200⼈で移動するとき、いちばん地球によくないと思うことはどれですか︖ Q10 「できるだけ、⼈にやさしい移動」を⼼がけようと思いますか?

Q11 「できるだけ、環境に優しい移動」を⼼がけようと思いますか? Q11 「できるだけ、健康によい移動」を⼼がけようと思いますか?

Q12 「できるだけ、健康によい移動」を⼼がけようと思いますか? Q12 「できるだけ、⼈にやさしい移動」を⼼がけようと思いますか?

Q13 「できるだけ、⼈にやさしい移動」を⼼がけようと思いますか? Q13 「できるだけ、バスを利⽤」しようと思いますか?

Q14 「できるだけ、バスを利⽤」しようと思いますか? Q14 「クルマにあまりたよらない⽣活」にしたいと思いますか?

Q15 「クルマにあまりたよらない⽣活」にしたいと思いますか?

Q5

Q3

7
0



8

アンケート集計結果（宮城）
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9

（1）公共交通の利用について（事前のみ）

質問：今までバスやモノレールに乗ったことはありますか？

質問：バスとモノレールのどちらに乗りましたか？

・公共交通の利用について、90％が「ある」、10％が「ない」と回答した。
・「ある」と回答した児童について、「バスとモノレール両方」が68％、「バス」が19％
「モノレール」が13％であった。

68%

19%

13%

バスとモノレール両⽅ バス モノレール
授業前・n=97

宮城小学校

7
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（2）バスやモノレールの利用回数の比較

質問：最近１週間でバスやモノレールを何回乗りましたか？

バスやモノレールの利⽤回数を３回以上利⽤している⽅の割合が若⼲増えている。

87.6%

89.3%

9.3%

5.8%

3.1%

1.9%

1.0%

1.9%

80% 85% 90% 95% 100%

授業前(n=97)

授業後(n=103)

０回 １〜２回 ３回 ４回 ５回以上 無回答

宮城小学校

7
3



11

（3）クルマによる通学の頻度の比較（朝）

質問：最近１週間で何回クルマに乗って学校へ通学しましたか？

最近一週間のクルマによる登校の頻度を授業前と授業後で比較したところ、大きな差異は
みられなかった。

61.1%

62.1%

18.5%

18.4%

2.8%

3.9%

2.8%

1.9%

14.8%

13.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

授業前(n=108)

授業後(n=103)

０回 １〜２回 ３回 ４回 ５回 無回答

朝（家→学校）

宮城小学校

7
4
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（3）クルマによる通学の頻度の比較（夕）

質問：最近１週間で何回クルマに乗って学校へ通学しましたか？

89.8%

86.4%

2.8%

3.9%

1.9%

1.0%

1.9%

1.9%

3.7%

6.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

授業前(n=108)

授業後(n=103)

０回 １〜２回 ３回 ４回 ５回 無回答

⼣（学校→家）

最近一週間のクルマによる下校の頻度を授業前と授業後で比較したところ、大きな差異は
みられなかった。

宮城小学校

7
5
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（4）車による通学理由について

１度でもクルマ通学をしたことがある方にその理由を尋ねたところ、「おうちの人が
送ってくれると言ったから」が４割台後半で最も多くなっている。

質問：車に乗って通学したのはなぜですか？

46%

9%

19%

26%

おうちの⼈が送ってくれると⾔ったから

おうちの⼈に送ってほしいとお願いしたから

なんとなくいつも送ってもらっているから

無回答

授業前・n=43

宮城小学校

7
6
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（5）歩きによる通学時に感じることの比較

歩きでの通学時に感じることを授業前と授業後で比較したところ、「環境にやさしい」
が特に増加している。

43.3%

17.5%

49.5%

40.2%

17.5%

59.8%

25.8%

19.6%

55.3%

16.5%

44.7%

37.9%

24.3%

52.4%

29.1%

22.3%

0% 20% 40% 60% 80%

環境に優しい

他の⼈を事故に巻き込まない

歩きながら友達といっしょに話ができる

思った時間に学校に着く

歩くのがきつい

⾬の⽇や暑い⽇が⼤変

事故がこわい

知らない⼈に話しかけられるのがこわい

授業前(n=108､MA=265) 授業後(n=103､MA=291)

質問：歩きで学校に通学するときに、感じることはどれですか。

宮城小学校

7
7
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（6）地球温暖化の認知度の比較

地球が暖かくなっていることの認知度を授業前と授業後で比較したところ、「知っている」
と回答した割合は６割台から７割台へ増加した。

64.8%

72.8%

35.2%

27.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

授業前(n=108)

授業後(n=103)

知っている 知らない

質問：地球がだんだん温かくなっていることを知っていますか。

宮城小学校

7
8



16

（7）地球温暖化による影響についての比較

地球温暖化による影響を授業前と授業後で比較したところ、「海のサンゴがいなくなる」
「北極の氷がとけてホッキョクグマがいなくなる」が特に増加している。

質問：今よりもっと地球が温かくなるとどのようなことが起こると思いますか。

61.1%

38.0%

43.5%

55.6%

84.5%

59.2%

54.4%

69.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

北極の氷がとけてホッキョクグマがいなくなる

海のサンゴがいなくなる

温かくなると⾬や台⾵が強くなる

農作物が育たなくなり、⾷べ物がなくなる

授業前(n=108､MA=214) 授業後(n=103､MA=276)

宮城小学校

7
9
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（8）環境と交通手段についての比較

環境に悪い交通手段についての考えを尋ねたところ、「ガソリンで動くクルマ（2人乗り）」
が２割台から７割以上へと大きく増加している。

質問：下の交通手だんのうち、２００人で移動するとき、いちばん地球によくない
と思うのはどれですか。

7.4%

6.8%

21.3%

74.8%

30.6%

3.9%

1.9%

1.9%

15.7%

4.9%

23.1%

7.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

授業前(n=108)

授業後(n=103)

歩き・⾃転⾞ ガソリンで動くクルマ（2⼈乗り）

ガソリンで動くバス（40⼈乗り） モノレール（80⼈乗り）
⾶⾏機（200⼈乗り） わからない

宮城小学校

8
0
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（9）環境にやさしい移動の比較

環境にやさしい移動への心がけを授業前と授業後で比較したところ、「とてもそう思う」
の割合が増加している。

質問：「できるだけ、環境にやさしい移動」を心がけようと思いますか？

1.0%

1.2%

2.0%

19.2%

13.1%

27.3%

29.8%

50.5%

56.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

授業前(n=99)

授業後(n=84)

ぜんぜん思わない あまり思わない どちらともいえない 少し思う とてもそう思う

環境にやさしい移動

宮城小学校

8
1
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（10）健康に良い移動の比較

健康にいい移動への心がけを授業前と授業後で比較したところ、「とてもそう思う」の
割合が増加している。

質問：「できるだけ、健康によい移動」を心がけようと思いますか？

1.9%

1.0%

2.8%

11.1%

5.8%

20.4%

25.2%

63.9%

68.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

授業前(n=108)

授業後(n=103)

ぜんぜん思わない あまり思わない どちらともいえない 少し思う とてもそう思う

健康にいい移動

宮城小学校

8
2
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（11）人にやさしい移動の比較

人にやさしい移動への心がけを授業前と授業後で比較したところ、大きな差異はみら
れなかった。

質問：「できるだけ、人にやさしい移動」を心がけようと思いますか？

宮城小学校

1.9%

1.0%

1.9%

1.9%

9.3%

8.7%

23.1%

24.3%

63.9%

64.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

授業前(n=108)

授業後(n=103)

ぜんぜん思わない あまり思わない どちらともいえない 少し思う とてもそう思う

⼈にやさしい移動

8
3



できるだけバスを利用することへの意欲を授業前と授業後で比較したところ、「とてもそ
う思う」の割合が１割以下から３割以上へと増加している。

21

（12）できるだけバスを利用することの比較

質問：「できるだけ、バスを利用」しようと思いますか？

宮城小学校

39.8%

7.8%

22.2%

5.8%

21.3%

28.2%

7.4%

21.4%

9.3%

36.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

授業前(n=108)

授業後(n=103)

ぜんぜん思わない あまり思わない どちらともいえない 少し思う とてもそう思う

できるだけバスを利⽤

8
4
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（13）「クルマにあまりたよらない生活」について

車にあまり頼らない移動への心がけを授業前と授業後で比較したところ、「そう思う」
と答えた割合が増加している。

質問： 「クルマにあまりたよらない生活」にしたいと思いますか？

3.7%

4.9%

17.6%

4.9%

29.6%

23.3%

11.1%

25.2%

38.0%

41.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

授業前(n=108)

授業後(n=103)

ぜんぜん思わない あまり思わない どちらともいえない 少し思う とてもそう思う

クルマにあまりたよらない⽣活

宮城小学校

8
5
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アンケート集計結果（神森）

8
6
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（1）公共交通の利用について（事前のみ）

質問：今までバスやモノレールに乗ったことはありますか？

質問：バスとモノレールのどちらに乗りましたか？

・公共交通の利用について、88％が「ある」、12％が「ない」と回答した。
・「ある」と回答した児童について、「バスとモノレール両方」が61％、「バス」が22％

「モノレール」が17％であった。

神森小学校

88%

12%

ある ない

授業前・n=99

61%
22%

17%

バスとモノレール両⽅ バス モノレール

授業前・n=87

8
7
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（2）バスやモノレールの利用回数の比較

質問：最近１週間でバスやモノレールを何回乗りましたか？

バスやモノレールの利用回数を授業前と授業後で比較したところ、利用しなかった方
の割合が若干増えている。

79.3%

91.7%

14.9%

7.1%

1.1%

4.6%

1.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

授業前(n=87)

授業後(n=84)

０回 １〜２回 ３回 ４回 ５回以上 無回答

神森小学校

8
8
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（3）クルマによる通学の頻度の比較（朝）

質問：最近１週間で何回クルマに乗って学校へ通学しましたか？

最近一週間のクルマによる登校の頻度を授業前と授業後で比較したところ、朝の通学は
「０回」の割合が増加した。

54.5%

71.4%

24.2%

14.3%

3.0%

2.4%

2.0%

2.4%

16.2%

9.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

授業前(n=99)

授業後(n=84)

０回 １〜２回 ３回 ４回 ５回 無回答

朝（家→学校）

神森小学校

8
9
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（3）クルマによる通学の頻度の比較（夕）

質問：最近１週間で何回クルマに乗って学校へ通学しましたか？

最近一週間のクルマによる下校の頻度を授業前と授業後で比較したところ、大きな差異は
みられなかった。

77.8%

77.4%

7.1%

10.7%

5.1%

2.4%

3.0%

1.2%

7.1%

8.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

授業前(n=99)

授業後(n=84)

０回 １〜２回 ３回 ４回 ５回 無回答

⼣（学校→家）

神森小学校

9
0
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（4）車による通学理由について

１度でもクルマ通学をしたことがある方にその理由を尋ねたところ、「おうちの人が送っ
てくれると言ったから」が４割近くで最も多くなっている。

質問：車に乗って通学したのはなぜですか？

39%

27%

14%

20%

おうちの⼈が送ってくれると⾔ったから

おうちの⼈に送ってほしいとお願いしたから

なんとなくいつも送ってもらっているから

無回答

神森小学校

9
1
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（5）歩きによる通学時に感じることの比較

歩きでの通学時に感じることを授業前と授業後で比較したところ、「環境にやさしい」
が特に増加している。

質問：歩きで学校に通学するときに、感じることはどれですか。

39.1%

20.7%

63.2%

32.2%

31.0%

57.5%

42.5%

34.5%

51.2%

16.7%

50.0%

33.3%

15.5%

57.1%

38.1%

28.6%

0% 20% 40% 60% 80%

環境に優しい

他の⼈を事故に巻き込まない

歩きながら友達といっしょに話ができる

思った時間に学校に着く

歩くのがきつい

⾬の⽇や暑い⽇が⼤変

事故がこわい

知らない⼈に話しかけられるのがこわい

授業前(n=99､MA=279) 授業後(n=84､MA=244)

神森小学校

9
2
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（6）地球温暖化の認知度の比較

地球が暖かくなっていることの認知度を授業前と授業後で比較したところ、「知っている」
と回答した割合は６割台から７割台へ増加した。

質問：地球がだんだん温かくなっていることを知っていますか。

68.7%

79.8%

31.3%

20.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

授業前(n=99)

授業後(n=84)

知っている 知らない

神森小学校

9
3
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（7）地球温暖化による影響についての比較

地球温暖化による影響を授業前と授業後で比較したところ、「海のサンゴがいなくなる」
「温かくなると雨や台風が強くなる」が特に増加している。

質問：今よりもっと地球が温かくなるとどのようなことが起こると思いますか。

70.7%

32.3%

40.4%

66.7%

78.6%

59.5%

60.7%

72.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

北極の氷がとけてホッキョクグマがいなくなる

海のサンゴがいなくなる

温かくなると⾬や台⾵が強くなる

農作物が育たなくなり、⾷べ物がなくなる

授業前(n=99､MA=208) 授業後(n=84､MA=228)

神森小学校

9
4
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（8）環境と交通手段についての比較

環境に悪い交通手段についての考えを尋ねたところ、「ガソリンで動くクルマ（2人乗り）」
が６割近くから８割近くへと大きく増加している。

質問：下の交通手だんのうち、２００人で移動するとき、いちばん地球によくない
と思うのはどれですか。

13.1%

10.7%

59.6%

78.6%

6.1%

2.4%

2.0%

1.2%

5.1%

3.6%

14.1%

3.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

授業前(n=99)

授業後(n=84)

歩き・⾃転⾞ ガソリンで動くクルマ（2⼈乗り）

ガソリンで動くバス（40⼈乗り） モノレール（80⼈乗り）
⾶⾏機（200⼈乗り） わからない

神森小学校

9
5
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（9）環境にやさしい移動の比較

環境にやさしい移動への心がけを授業前と授業後で比較したところ、「とてもそう思う」
の割合が増加している。

質問：「できるだけ、環境にやさしい移動」を心がけようと思いますか？

神森小学校

1.0%

1.2%

2.0%

19.2%

13.1%

27.3%

29.8%

50.5%

56.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

授業前(n=99)

授業後(n=84)

ぜんぜん思わない あまり思わない どちらともいえない 少し思う とてもそう思う

環境にやさしい移動

9
6
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（10）健康に良い移動の比較

健康にいい移動への心がけを授業前と授業後で比較したところ、「とてもそう思う」の
割合が増加している。

質問：「できるだけ、健康によい移動」を心がけようと思いますか？

神森小学校

1.0%

1.2%

4.0%

12.1%

16.7%

26.3%

17.9%

56.6%

63.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

授業前(n=99)

授業後(n=84)

ぜんぜん思わない あまり思わない どちらともいえない 少し思う とてもそう思う

健康にいい移動

9
7
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（11）人にやさしい移動の比較

人にやさしい移動への心がけを授業前と授業後で比較したところ、大きな差異はみら
れなかった。

質問：「できるだけ、人にやさしい移動」を心がけようと思いますか？

神森小学校

2.0%

1.2%

3.0%

1.2%

14.1%

13.1%

20.2%

25.0%

60.6%

59.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

授業前(n=99)

授業後(n=84)

ぜんぜん思わない あまり思わない どちらともいえない 少し思う とてもそう思う

⼈にやさしい移動

9
8



できるだけバスを利用することへの意欲を授業前と授業後で比較したところ、「とてもそ
う思う」の割合が１割以下から３割以上へと増加している。

36

（12）できるだけバスを利用することの比較

質問：「できるだけ、バスを利用」しようと思いますか？

神森小学校

17.2%

4.8%

20.2%

2.4%

28.3%

34.5%

17.2%

22.6%

17.2%

35.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

授業前(n=99)

授業後(n=84)

ぜんぜん思わない あまり思わない どちらともいえない 少し思う とてもそう思う

できるだけバスを利⽤

9
9
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（13）「クルマにあまりたよらない生活」について

車にあまり頼らない移動への心がけを授業前と授業後で比較したところ、「そう思う」と
答えた割合が増加している。

質問： 「クルマにあまりたよらない生活」にしたいと思いますか？

神森小学校

5.1%

3.6%

15.2%

11.9%

33.3%

28.6%

26.3%

23.8%

20.2%

32.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

授業前(n=99)

授業後(n=84)

ぜんぜん思わない あまり思わない どちらともいえない 少し思う とてもそう思う

クルマにあまりたよらない⽣活

1
0
0



公共交通について感じたこと
・⾞だけだったらじゅうたいするけど、⾏きたいとこにすぐ⾏ける。バスだけ
だったらじゅうたいは少ないけど、バスがおくれたりするから⾞、ばすでき
るだけこうごに使いたい。

・⾞とかが多すぎると問題とか起きてしまうことを知りました。
感じたことはバスがなくても⾞があるからいいじゃんと思ったけど、⾞がな
くてバスだったら渋滞がおきないことです。

・さいしょは⾞をいつも乗っているから⾞のほうがいいのかなーと思ったけど
今はバスや⾃転⾞、モノレールなどをつかった⽅がいいと思いました。
これからは、あんまり⾞に乗らないで歩いたりしたいです。

・公共交通はたくさん⼈が乗れる乗り物のことで地球温だん化をふせぐ
ことができ、それに対して⾞は⼆酸化炭素をたくさん出すのでこれから
は急いでいる時は⾞に乗って、できるときは公共交通を使いたいです。
特にシェアサイクルにきょう味を持ったので使ってみたいです。
家族にもこれを教えてあげようと思いました。

・バスの利⽤者が増えると⾞の利⽤者がへるから、社会⼈（⼤⼈）に
なってもこれを⼼がけていくようにする。
公共交通はとても⼤切なもの
公共交通がなくなったら⾼齢者やにんぷさん体が不⾃由な⼈・学⽣
さんが困る。

→渋滞の発⽣に関する理解

→公共交通利⽤が交通弱者の補助となることへの理解

→⾞の過度な利⽤による環境への影響の理解

→賢い⾞移動による環境や健康への理解
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交通すごろくについて感じたこと
・すごろくでは楽しくCO2の事をしれたり、どうしたらじゅうたいになるかわかりました。
それを活かしてこれから⽣活につかってみたいです、例えば⾞はべんりだけど地球に
悪いので公共交通を使うなどをしたいです。

・すごろくをして感じたことは、バスは⼤切だと思いました。⾞がたくさんいると渋滞に
なったり、⼆酸化炭素がいっぱいでるのでバスは⼤切だと思いました。

・バスを使えばいっぱいの⾞がへって渋滞がならなくなるのがわかって、あんまり⾞を
つかわない⽅がわかりました。

・私は⾞をへらし、バスをたくさん使うようにしたけど、最後の3回⽬で⾞を使う⼈が
ふえたから0マスがおおくなり、本当に⾞が使う⼈がふえたらじゅうたいし、あまり前へ
進めなくなるので、今回交通すごろくはげんじつみたいな感じですごいと思った。

・バスは必要だけど⾞も必要

→⾞の過度な利⽤による渋滞の疑似体験

→公共交通の利⽤による賢い移動の理解

→公共交通利⽤による環境負荷軽減に理解

39

記述アンケート②
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結果（まとめ）
・児童の約9割は、公共交通（バス・モノレール）を利⽤したことがある。

・⾞による通学については交通環境学習実施前後で変化は⾒られなかった。
・⾞通学の意思決定は児童ではなく親による判断が⼤きいと考えられるが、⼀定数送迎をお願いした児童も存
在する。

・「⼼がけ」の意識変化をみると、「環境によい移動」、「バスの利⽤」、「クルマにたよらない⽣活」では、⼤きな意識
変化、「健康によい移動」「⼈にやさしい移動」については意識変化がみられる。
また、授業実施後は徒歩登校をすることは環境にやさしいと感じる児童の割合が増加している。

・地球温暖化や環境と交通⼿段に関する知識についてみると地球温暖化については授業後に「知っている」の割
合が増加しており、また、地球温暖化に伴い発⽣する影響についても選択数が増加している。

・環境に悪い交通⼿段についての考えを尋ねたところ、「ガソリンで動くクルマ（2⼈乗り）」が６割近くから８割近く
へと⼤きく増加している。

・今回の交通環境学習により直接的な⾏動の変化は⾒られなかったが、アンケート結果から、意識的な変化や
過度な⾞利⽤が「地球温暖化」や「渋滞」へ影響を与えることが理解できていると考えられる。
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①児童の意識変化について

今回の交通環境学習授業では、授業実施前と実施後では、意識の変化が⼤きく⾒られたが、直接的な
⾏動の変化までは⾒られなかった。
今後も保護者を巻き込める形での授業実施を検討する。

今後の課題について

②授業内容（座学）

【今後の課題】
児童の理解度としては、「環境」、「渋滞」、「福祉」について⼀定の意識変化がみられることから、理解で

きていると考えられる。
ただし、先⽣⽅の意⾒として、授業内容のボリュームが多いといったご意⾒もあったため、現在の内容をベース

に簡略版教材の作成を検討する。
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③交通すごろく（ICT)について
【今後の課題①】
交通すごろくルールのカスタマイズを教員⾃⾝が⾏えるよう、マニュアル作成する（作成中）
また、ネットワークエラー等によりゲーム進⾏に影響がでることがあるため、対処⽅法を確⽴する。

【今後の課題②】
現在セキュリティの関係から、児童のタブレット端末から交通すごろくゲームを実施することができないため、

今後、タブレットからも交通すごろくゲームが⾏えるよう教育研究所と調整を⾏う必要がある。

今後の課題について
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MM委員会

学校調整

校⻑会説明

教頭会説明

教員説明

講習会

授業実施（モデル校）

ICT動作環境確認

ICT教材導⼊対応

2023年（令和5年）2022年（令和4年）

令和4年度事業スケジュール（仮） 資料２

第10回委員会 第11回委員会 第12回委員会

講習会開催（夏休み期間中）

授業実施（2校）
教員の授業見学も実施

各小学校における動作環境確認・改善

教育研究所サーバーへのプログラム導入・管理調整

追跡調査の手法検討
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浦添市モビリティ・マネジメント教育推進委員会設置要綱 

 

（設置） 

第1条 この会の名称は、浦添市モビリティ・マネジメント教育推進委員会（以下

「委員会」という）とする。 

 （目的） 

第2条 委員会は、浦添市内小学校でのモビリティ・マネジメント教育の継続的な実

施に向け、子どもたちの個人の利便性だけではなく、社会的な影響に配慮し

た行動をする意識の形成を目的とし、意識の形成に寄与するカリキュラムや

教材等の仕組みづくりの検討を行うため関係者が一丸となって取り組むこと

とする。 

 

 （検討事項） 

第3条 委員会の検討事項は次の通りとする。 

（1）浦添市内小学生交通環境学習の学習内容（ＩＣＴ活用） 

（2）浦添市内小学生交通環境学習の教材（ＩＣＴ活用） 

（3）浦添市内小学生交通環境学習の実施手法 

（4）その他浦添市小学生交通環境学習の推進に関し必要な事項 

 

 （組織） 

第4条 委員会は委員 10 名以内で組織する。 

2 委員は、次に掲げる者とする。 

（1）学識経験者 

（2）学校・教育関係者 

（3）市民団体 

（4）行政機関の職員 

（5）その他協議会の運営上必要と認められる者 

3 委員の任期は、3 年とする。ただし、補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とす

る。 

4 委員は、再任されることができる。  

 

 （委員長等） 

第5条 委員会には委員長を置き、学識経験者を委員長とする、副委員長は主宰者で

ある浦添市の中からこれを定める。 

参考資料 1 

108



2 委員長は、委員会を代表し、会務を総理する。 

3 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるとき、又は委員長が欠けたとき

は、その職務を代行する。 

 （会議） 

第6条 委員会の会議は委員長が招集し、その議長となる。 

２ 委員会の会議は、委員（代理人を含む）の過半数の出席がなければ、開くことが

できない。 

３ 委員会の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは議長の決するとこ

ろによる。 

４ 議長は、必要があると認めるときは、委員以外の者を会議に出席させ、その意見

を聴くことができる。 

５ 前項に定めるもののほか、会議の運営に関し必要な事項は、会長が別に定める。 

 （庶務） 

第7条 委員会の庶務は、都市建設部都市計画課において処理する。 

 （雑則） 

第8条 この要綱に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は別途協議す

るものとする。 

 

 附 則 

 この要綱は、令和元年12月12日から施行する。 
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浦添市モビリティ・マネジメント教育推進委員会委員名簿 

 

 
 

 所属・役職名 氏名 

学識経験者 浦添市分散型エネルギー株式会社 代表取締役社長 野口 広之 

学校・教育関係 神森小学校 校長 狩俣 直美 

市民団体 浦添市 PTA 連合会 会長  荻堂 盛嗣 

行政機関 浦添市立教育研究所 所長 田中 浩三 

行政機関 都市計画課 課長 宮平 敦 

行政機関 道路課 課長 與座 辰彦 

行政機関 市民生活課 課長 知念 みち子

行政機関 学校教育課 指導監 日高 聡 
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